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市制施行 50周年記念事業について 

 

〇はじめに 

富士見市は、令和４年４月１０日に市制施行50周年を迎えました。 

この５０周年の節目にあたり、本市の歩みを振り返るとともに、この記念すべき年を

市民の皆様と祝い、理想の“未来”である「充実した日々」に向けた大切な機会と

するため、「誰もが住みたい・住み続けたい・選ばれるまち富士見市」を目指し、合

計５５の記念事業を実施しました。 

  この報告書は、実施された記念事業の概要を記録するとともに、今後の記念事

業の基礎資料とするために作成するものです。 

 

〇実施方針 

  富士見市の魅力を再発見し、富士見市を愛し、大切に思う心を育む事業 

富士見市の魅力を内外に発信し、認知度の向上に資する事業 

富士見市を活性化させ、未来に向けた賑わいづくりにつながる事業 

 

〇事業体系 

特別事業：この年のみ、または、これを契機に今後続けていきたい事業 

冠 事 業：既存事業に、５０周年記念を冠して実施する事業 

  計５５事業 【内訳】 特別事業３２事業、冠事業２3事業 
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〇市制施行５０周年記念事業推進イメージ図 
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事業実施に向けた作業 

（各課・実行委員会等） 

市民等からの 

事業アイデア募集 

事業化の検討等 

（推進委員会） 

事業決定 

(推進本部) 

進捗報告 

（推進委員会・推進本部） 

冠称使用の募集・承認 

事業実施 

（事業実施課・ 

 実行委員会等） 

ステークホルダー 

ミーティング 

各課等からの 

事業提案募集 

事業報告書の作成 
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記念事業一覧 

ＮＯ 事業名 事業体系 ページ 

1 「令和４年表彰」事業 特別事業 10 

2 「市制施行５０周年カウントダウン」事業 特別事業 12 

3 「職員証名札用ＰＲ作製」事業 特別事業 14 

4 「５０周年ロゴマーク封筒作製」事業 冠事業 16 

5 「公用車用５０周年ロゴマークマグネットシート作製」事業 特別事業 18 

6 「市制施行５０周年記念式典」事業 特別事業 20 

7 「富士見市PR冊子作製」事業 特別事業 22 

8 「市制施行５０周年記念ロゴマーク作成」事業 特別事業 24 

9 「市制施行５０周年記念ＰＲサイン等作製」事業 特別事業 26 

10 「ふわっぴー１０周年記念郵便ポスト設置」事業 特別事業 28 

11 「市制施行５０周年記念映像及びＰＲ映像作成」事業 特別事業 30 

12 「市内３駅発車メロディー放送」事業 特別事業 32 

13 「ふわっぴー１０周年記念お誕生日会イベント」事業 特別事業 34 

14 「ふじみ☆ふわっぴー絵本作製」事業 特別事業 36 

15 「謎解きデジタルスタンプラリー」事業 特別事業 38 

16 「市制施行５０周年記念 埼玉新聞特集記事掲載」事業 特別事業 40 

17 「ＦＵＪＩＭＩ☆クラフトビアフェスタ」事業 特別事業 42 

18 「富士見ふるさと祭り」事業 冠事業 44 
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ＮＯ 事業名 事業体系 ページ 

19 「舞台芸術鑑賞」事業 冠事業 46 

20 「心から楽しむ、笑う吉本新喜劇」事業 特別事業 48 

21 「ＮＨＫ全国放送公開番組招致」事業 特別事業 50 

22 「ＦＵＪＩＭＩ音楽祭」事業 特別事業 52 

23 「富士見ファンファーレ」事業 特別事業 54 

24 「市民文化祭」事業 冠事業 56 

25 「ふじみヘルシーウォーク大会」事業 冠事業 58 

26 「バトテニス大会」事業 冠事業 60 

27 「日登美杯レスリング大会」事業 冠事業 62 

28 「ラケットテニス大会」事業 冠事業 64 

29 「スポーツチャレンジ２０２２」事業 冠事業 66 

30 「市制施行５０周年記念式典シャバツ市長招待」事業 特別事業 68 

31 「開館２０周年記念  勝瀬 de縁日」事業 冠事業 70 

32 「オリジナルマイナンバーカードケース作製」事業 特別事業 72 

33 「あいサポートフェスティバル」事業 冠事業 74 

34 「富士見市で結婚５０年を迎えた金婚ご夫婦お祝い式」事業 特別事業 76 

35 「健康歯っぴ～ライフ☆シンポジウム」事業 冠事業 78 

36 「富士見市の美しい自然環境写真コンテスト」事業 特別事業 80 

37 「東大久保菜の花フェスタ」事業 冠事業 82 
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ＮＯ 事業名 実施課名 ページ 

38 「花火大会」事業 特別事業 84 

39 「びん沼自然公園リニューアル記念パークゴルフ大会」事業 特別事業 86 

40 「びん沼自然公園開園式」事業 特別事業 88 

41 「市の木 けやき植樹」事業 特別事業 90 

42 「鶴瀬西配水場見学」事業 特別事業 92 

43 「図書館まつり」事業 冠事業 94 

44 「子ども大学☆ふじみ第１０期記念」事業 冠事業 96 

45 「私たちの未来、５０年後の富士見市 作品展」事業 特別事業 98 

46 「うたごえフェスタ」事業 冠事業 100 

47 「青少年の主張大会～５０年後の未来を語ろう！～」事業 冠事業 102 

48 「学校吹奏楽祭」事業 冠事業 104 

49 「子どもフェスティバル」事業 冠事業 106 

50 「第２０回なんばた青空市場」事業 冠事業 108 

51 「第３０回やなせ川いかだラリー」事業 冠事業 110 

52 「ビジュアル版 富士見のあゆみ発行」事業 特別事業 112 

53 「水子貝塚星空シアター」事業 冠事業 114 

54 「難波田城公園まつり」事業 冠事業 116 

55 「武者行列」事業 特別事業 118 
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（１）市制施行５０周年記念事業 
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〇報告書について 

【様式】 

 

 

 

 

 

 

 

  

予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

　１　日時・場所
　

　２　対象者・参加人数等
　

　３　周知方法

　

　４　具体的な内容
　

　５　成果・効果

総額：
　主な費用：

実施内容
（実績）

実施事業課【　　　　　　　　】

目　　的

令和３年度

令和４年度
総額：

総額：
　主な費用：

事 業 名

実施体制
（担当課・市民参画状況等）

事業費

総額：

課　　題

目的達成度

費用対効果

当初の予定どおり事業の目
的を達成できたか

事業費に見合う成果
・効果は得られたか

評価理由

事業評価

① 

④ 

② 

③ 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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【各項目の記載内容】 

項目 記載内容 

① 事業名 記念事業の事業名を記載しています。 

② 目的 記念事業の目的を記載しています。 

③ 実施体制 
事業実施課や実行委員会等の実施体制のほか、 

市民参画の状況を記載しています。 

④ 事業費 

記念事業の実施に係る事業費を千円単位で記載しています。 

※予算額については、各年度の当初予算額を記載しています。予算流用 

などにより執行額が予算額を上回る記載となっている場合があります。 

※執行額については、百円単位四捨五入しています。 

⑤ 実施内容 
記念事業の開催日、開催場所、事業の具体的な内容、成果、効

果等について記載しています。 

⑥ 事業評価 

記念事業に対する事業実施課の自己評価を３段階で記載して

います。項目別の評価基準については、次のとおりです。 

【目的達成度】 

  ３：大いに達成できた 

  ２：概ね達成できた 

  １：達成できなかった 

【費用対効果】 

  ３：予定を上回る成果・効果が得られた 

  ２：概ね予定どおりの成果・効果が得られた 

  １：事業費に見合う成果・効果が得られなかった 

⑦ 課題 事業実施に係る課題を記載しています。 



予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【秘書広報課】

事 業 名 「令和４年表彰」事業

目　　的

毎年、市政に功労顕著なもの及び社会文化の興隆に寄与し、公益上功労又は善行があったものを
表彰していることに加え、富士見市市制施行５０周年という節目を迎えることを記念し、「５０周年特
別基準」を設け、特別表彰を実施することにより、本市の自治振興を更に促進するとともに、表彰式
において受賞者の功績を称えることを目的に実施する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

秘書広報課

事業費

令和３年度
総額：３３千円

総額：２９千円
　主な費用：表彰候補者の刑罰照会、表彰者への招待状等の発送

令和４年度
総額：６８５千円

総額：５３７千円
　主な費用：功労・善行・篤志等表彰記念品

2

市政に対して功労顕著なもの及び社会文化の興隆
に寄与し、公益上功労又は善行があったものを表彰
することで、本市の自治振興を促進するとともに、受
賞者の功績を称えることができた。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　令和４年４月１０日（日）午後２時から午後５時、市民文化会館キラリ☆ふじみで開催
された「富士見市市制施行５０周年記念式典」内で実施。

　２　対象者
(1) 功労表彰 　１１１名、　２団体
(2) 善行表彰 　４名
(3) 篤志表彰 ４名、１０団体
(4) 感謝状贈呈 　　１団体

　３　周知方法
　　表彰者については個別に招待状を送付を行った。

※「富士見市市制施行５０周年記念式典」内で実施したため、周知については同式
典に準ずる。

　４　具体的な内容
　　各表彰区分の代表者に登壇してもらい、表彰状又は感謝状の贈呈を行った。

　５　成果・効果
　　富士見市表彰条例及び富士見市表彰条例施行規則に基づき、市政に功労顕著な
もの及び社会文化の興隆に寄与し、公益上功労又は善行があったものを表彰し、本市
の自治振興を促進するとともに、表彰式において受賞者の功績を称えることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2

新型コロナウイルス感染症の影響により、表彰者全
員が登壇しての表彰状又は感謝状の贈呈はできな
かったものの、各表彰区分の代表者に登壇していた
だき、記念式典内において表彰式を執り行うことがで
きた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

10



 【表彰式の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表彰者集合写真】 

 

 

 

 

11



 
  

予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2 ゼロ予算で事業を実施し、当初の目的を十分に達成
できた。

課　　題
・コロナ禍でイベント等の実施が制限される中、市民等の写真を集めるのに苦労した。
・ホームページへの掲載は、毎日更新作業を行う必要が生じ、更新漏れ等のチェック体制など、事務量が想定より多
かった。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和4年1月1日から4月10日の100日間
　　　市ホームページのトップページのブランディングエリアに掲載

　２　対象者・参加人数等
　　　掲載写真：市民や市内団体等の写真90枚、PR大使6枚、
　　　　　　　　　　市長、教育長、議長、市議会議員集合写真の計100枚

　３　周知方法
　　　令和3年10月1日～11月30日の間、写真を募集
　　　・広報富士見令和3年10月号、市ホームページ、SNSで周知
　　　・市内公共施設及び駅前パンフレットスタンドにチラシを設置
　　　・町会長全体会で説明しチラシを配布
　　　・各種イベントや行事でチラシを配布及び写真撮影

　４　具体的な内容
　　　・応募された写真に一言メッセージを添えたカウントダウンフォトを作成し、
　　　　市ホームページのトップページのブランディングエリアに日替わりで掲載。
　　　・トップページ掲載後は、アーカイブページに一覧を掲載。
　　　・応募写真は広報富士見令和4年4月号の表紙に組み写真としても使用した。

　５　成果・効果
　　　・市民や市内団体等から90枚の写真を集めることができ、機運醸成が図れた。
　　　・トップページ掲載後の一覧を掲載したアーカイブページは、令和4年1月1日から
　　　　4月30日までで13,989件のアクセスがあった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3

市民や市内団体等の写真90枚をホームページに掲
載し、さらには広報富士見の表紙に組み写真として
使用することで、多くの方々から好意的な意見をいた
だき、市民と一緒になって機運醸成が図れた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

秘書広報課
市民等から掲載する写真を募集

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【秘書広報課】

事 業 名 「市制施行５０周年カウントダウン」事業

目　　的
1月1日から4月10日までの100日間、市民及び市内団体などのカウントダウンフォトを市ホーム
ページのトップページへ毎日掲載し、市制施行５０周年の認知度の向上や機運醸成を図る。
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　職員課　】

事 業 名 「職員証名札用ＰＲ作製」事業

目　　的
職員証ケース内に「市制施行５０周年」を示したラベルを入れることにより、市制施行５０周年の認知
度向上・機運醸成に繋げる。

実施体制
（担当課・市民参画等）

職員課（作製・配布）

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

2 ゼロ予算の中、予定どおり実施できたため。

課　　題
　職員証ケースに種類があるため、職員個人に最終的なサイズ調整をお願いしたが、サイズをあわせず使用してい
る職員を一定数見かけたこと。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　使用期間　令和４年３月～令和５年３月３１日

　２　対象者・参加人数等
　　　全職員（再任用職員・会計年度任用職員を含む）　約1,200人

　３　周知方法
　　　令和４年２月２４日付で全職員宛にラベルの使用依頼通知を発出し、
　　　３月から使用してもらった。
　

　４　具体的な内容
　　　職員証ケース内に、ロゴマーク及び「富士見市★市制施行５０周年」と
　　　示したラベルを挿入。

　５　成果・効果
　　　全職員が使用することから、市民をはじめ様々な関係者の方の目に入ることで、
　　　市のPRに寄与できたものと考える。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 概ね全職員が使用し、市制施行５０周年のPRに寄与
できたと考えられるため。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

14
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3 通常の封筒作成と同等の費用で作成でき、配布枚数
も多く、多数の課で利用されたため

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　    配布期間：令和４年２月２４日～令和４年３月４日
 

　２　対象者・参加人数等
　　　使用期間：令和４年４月１日～令和５年３月３１日
　　　配布先：庁内３１課　出先１４施設
　　　作成枚数：長３封筒92,000枚　角2封筒24,000枚

　３　周知方法
　　　封筒の表面に５０周年記念ロゴマークを印刷した記念封筒作製
　

　４　具体的な内容
　　　配布先の各課において、令和４年４月10日に市制50周年を迎えることについて、
   更なる周知を図るため、書類等の送付時に専用封筒を使用しPR を行った。

　５　成果・効果
　　　各種媒体（広報紙、ホームページ、SNS、車両マグネットなど）と、積極的な情報発
　 信による一連の実施を行い、市制施行50 周年を祝う機運を高めることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 利用希望の課へ全て配布できているため

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

公共施設マネジメント課（封筒作成・配布）、庁内３１課　出先１４施設に配布

事業費

令和３年度
総額：1,232千円

総額：982千円
　主な費用：印刷製本費

令和４年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【公共施設マネジメント課】

事 業 名 「５０周年ロゴマーク封筒作製」事業

目　　的 市制施行５０周年の認知度向上、機運醸成
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3
令和４年１月１７日から令和5年3月31日までの期間
で集中管理車２７台は10,000回以上稼働し、市内外
でのＰＲに貢献したため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　    配布日：令和４年１月１７日
 

　２　対象者・参加人数等
　　　運用期間：令和４年１月１７日～令和５年３月３１日
　　　対象車両：集中管理車及び一般公用車６３台
　　　　　　　　　　（庁内７課　３６台　出先１５施設　２７台）
　　　作成枚数：１３９枚

　３　周知方法
　　　集中管理車及び一般公用車の側面に添付(600mm×600mm)
　

　４　具体的な内容
　　　令和４年４月１０日に市制50周年を迎えることについて、更なる周知を図るため、集
　　中管理車及び一般公用車に夜間でも認識しやすいPR用の高反射マグネットシート
　　を貼りPRを行った。

　５　成果・効果
　　　各種媒体（広報紙、ホームページ、SNS、封筒 など）と、積極的な情報発信による
　　一連の実施を行い、市全体の50 周年を祝う機運を高めることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 期間満了まで周知を行うことができたため

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

公共施設マネジメント課（車両用マグネット作成・配布）、庁内７課・出先１５施設の公用車６３台に貼
付

事業費

令和３年度
総額：609千円

総額：321千円
　主な費用：マグネット作成委託

令和４年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【公共施設マネジメント課】

事 業 名 「公用車用５０周年ロゴマークマグネットシート作製」事業

目　　的 市制施行５０周年の認知度向上、機運醸成
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【総務課】

事 業 名 「市制施行５０周年記念式典」事業

目　　的
市制施行５０周年を記念して、これまでの本市の発展に貢献していただいた方々に感謝を表すとと
もに、その方々の大切な想いを未来につなげ、本市が更に飛躍していくための契機とすること

実施体制
（担当課・市民参画等）

全体調整（総務課）、表彰式関係（秘書広報課）、アトラクション【勝瀬中・市民吹奏楽団】（シティプロ
モーション課）、結婚50周年インタビュー（健康増進センター）、ゼロカーボンシティ宣言（環境課）、
セルビア共和国関係（文化・スポーツ振興課）

事業費

令和３年度
総額：１,７９７千円

総額：７２２千円
　主な費用：消耗品費、印刷製本費

令和４年度
総額：４,８４０千円

総額：３,３６２千円
　主な費用：式典出席者記念品代、委託料

2

新型コロナウイルス感染症の影響により規模の縮小
を余儀なくされたものの、多くの方々にご出席いただ
くことができた。なお、予算の執行に当たっては、その
縮減に努めたため

課　　題

実施内容
（実績）

１　日時・場所
　　令和４年４月１０日（日）午後２時から午後５時まで
　　市民文化会館キラリ☆ふじみ

２　対象者・参加人数等
　(1) 来賓　セルビア共和国大使、県知事、国会議員、県議会議員、近隣市町首長・議長等
　(2) 招待者　市議会議員、行政委員会委員、審議会会長・副会長、市内各種団体代表等
　(3) 表彰者　功労・善行・篤志、感謝状
　　　招待者５８１人　参加者４０４人

３　周知方法
　　招待者については個別に招待状を送付するとともに、市民に対しては「広報富士見」及び
　　市ホームページで周知を行った。
　
４　具体的な内容
　　富士見ファンファーレ演奏（市民吹奏楽団）、５０周年記念映像の上映、市長式辞・議長挨
　　拶、来賓祝辞、表彰式（表彰状・感謝状贈呈）、５０周年記念事業紹介、結婚５０周年イン
　　タビュー、ゼロカーボンシティ宣言、吹奏楽演奏（市民吹奏楽団、勝瀬中学校吹奏楽部）

５　成果・効果
　　当初の計画では、キラリふじみのメインホールの定員一杯の８００人規模で開催することを
　　想定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染者数の状況などを踏まえ、残念ながら
　　定員の半分の４００人規模での開催とはなったものの、アレクサンドラ・コヴァチュ駐日セル
　　ビア共和国特命全権大使、埼玉県知事等の来賓の方々をはじめ、市議会議員、行政委員
　　会の委員、市内各種団体の代表、表彰対象者など、大変多くの方々にご出席いただけた。
　　式典においては、来賓の方々から市制施行５０周年に対するご祝辞を頂戴するとともに、
　　富士見ファンファーレの初披露や記念映像の放映、結婚５０周年を迎えるご夫婦への
　　インタビュー、勝瀬中学校・市民吹奏楽団による演奏、また、脱炭素社会に向けて２０５０年
　　までに二酸化炭素実質排出量ゼロに取り組む「ゼロカーボンシティ宣言」を行うなど、市制
　　施行５０周年の年の幕開けを飾るのに相応しい式典になった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2

新型コロナウイルス感染症の影響により規模の縮小を余儀なく
されたものの、対策を講じることにより、その時点における最大
限の人数を招待した。内容としても当初の計画どおりのものとす
ることができ、50周年の記念の年のスタートを切るのに相応しい
式典とすることができた

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「富士見市PR冊子作製」事業

目　　的
富士見市ならではの魅力を効果的に印象付け、対外的な認知度を高め、将来的な移住・定住の促
進や交流人口の増加につなげていくきっかけづくりにするとともに、市の魅力を再発見いただき、市
民の「愛着・誇り」を育む。

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：４,９１1千円

総額：４,９１８千円
　主な費用：

3 多くの方に取材協力いただき、市の魅力を効果的に
発信し、好評いただくことができたため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
      発行日／令和４年１１月１日（火）

　２　対象者・参加人数等
　　　対象／近隣市町を含む首都圏３０ｋｍ圏内に住み、観光分野の情報に
　　　興味関心が高く、またＳＮＳ等を利用した情報発信・収集に積極的だと考え
　　　られる２０～４０代女性

　３　周知方法
　　・令和４年１１月１日（火）から随時配架
　　　配架場所／池袋駅、市内３駅（鶴瀬、みずほ台、ふじみ野）、公共施設他
　
　４　具体的な内容
　　　ＰＲ冊子名称／ちなみに富士見！
　　　発行部数／７,５００部
　　　ページ数／２４ページ（表紙含む）

　５　成果・効果
　　　・市内公共施設他、民間と協働で進めていくことにより、新たな場所（池袋ルミネ
　　　　５００部や池袋パルコ３００部など）へ配架することで、ターゲット層である２０～
　　　　４０代女性に向けた効果的なアプローチとなった。
　　　・富士見市内の協力店舗や市内３駅に配架し、多くの人に改めて市内の魅力
　　　　を知ってもらうきっかけとなった。駅については、週に６０部（２０部×３駅）
　　　　程度がコンスタントに消化され、市役所の市民ホールにおいても多くの
　　　　人に手に取ってもらうことができた。
　　　・インスタグラムによる周知を実施することにより、より多くの目に触れること
　　　　ができた。協力いただいたインスタグラマーの発信効果としては、最も多く
　　　　て６,０００リーチ（周知の投稿を目にした人の数）あった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 7,500部作製し、すべて配布できたことから、多くの市
内外の方に魅力を発信することあができたため。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「市制施行５０周年記念ロゴマーク作成」事業

目　　的
市制施行５０周年を彩るシンボルとなるロゴマークを作成し、記念事業のＰＲなどで活用するほか、
市民や事業者などにも活用してもらい、市全体で市制施行５０周年を祝う機運醸成を図る。

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：６０千円

総額：７０千円
　主な費用：ロゴデザイン作成謝礼

令和４年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

3

136件の使用申請があり、多くの方が目にするような
ものに印字していただいた。市民や市内団体の方か
らも42件の使用申請があり、中には商品のパッケー
ジや名刺に印字いただき、幅広く活用いただけた。

課　　題

実施内容
（実績）

　
　１　日時・場所
      庁内での利用受付開始：令和３年１０月１３日～
　　　市民等への利用申請受付開始：令和３年１２月１日～

　２　対象者・参加人数等
　　　使用申請件数　１３６件（庁内９４件、市民等４２件）

　３　周知方法
　　　市広報誌・ホームページへの掲載、市内公共施設へのポスターの掲示
　
　４　具体的な内容
　　　カラー、モノクロ、黒線画、レタリング（文字）の４種類を作成
　　（各種データ形式：png、jpg、ai）
　
　５　成果・効果
　・市民課の窓口で配布しているマイナンバーカード用ケースをはじめ、チラシ
　　やポスターなどで多く使用いただき、市制施行５０周年の機運醸成に寄与
　　することができた。
　・市内で掲出した横断幕などのＰＲサイン各種に当該ロゴやレタリングを使用
　　することで、市制施行５０周年のシンボル的な役割を果たすことができた。
　

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 庁内だけではなく、市内団体等でも幅広く活用してい
ただき、多くの市民の方の目に触れることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3
予算の範囲内で公共施設を含む市内の多くの場所
に掲出をしたことで、富士見市市制施行50周年を認
知していただけたため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
    　・懸垂幕
　　　　掲出期間／令和４年１月～令和５年３月３０日
　　　　設置場所／富士見市役所正面玄関付近
　　　・横断幕
　　　　掲出期間／令和４年１月２１日～令和５年３月３０日
　　　　設置場所／２５４バイパス陸橋、ふじみ野駅東西口駐輪場など　１５箇所
　　　・柱巻幕
　　　　掲出期間／令和４年４月～令和５年３月３０日
　　　　設置場所／鶴瀬駅西口
　　　・グラフィックステッカー
　　　　掲出期間／令和４年１月２０日～令和５年３月３１日
　　　　設置場所／市内小中学校、公共施設　３６か所
　　　・富士見市市制施行５０周年記念ミニのぼり
　　　　掲出期間／令和４年２月～令和５年３月３１日
　　　　設置場所／市役所庁内、市内公共施設　７８か所
　　　・富士見市市制施行５０周年ＰＲポスター
　　　　設置期間／令和４年１月～令和５年３月３１日
　　　　設置場所／市内公共施設、郵便局、商業施設等　約４６０か所

　２　対象者・参加人数等
　　　対象／市民及び市外からの訪問者

　３　周知方法
　　　市内公共施設にステッカー等の設置や５０周年ポスターの掲出をすることで、市制施行５０周年を周知した。
　４　具体的な内容
　　　・懸垂幕
　　　　設置場所／富士見市役所正面玄関付近
　　　　作製数／１枚
　　　・横断幕
　　　　設置場所／２５４バイパス陸橋、ふじみ野駅東西口駐輪場など　１５箇所
　　　　作製数／１８枚
　　　・柱巻幕
　　　　設置場所／鶴瀬駅西口
　　　　作製数／２枚
　　　・グラフィックステッカー
　　　　設置場所／市内小中学校、公共施設　３６か所
　　　　作製数／１２４枚
　　　・富士見市制施行５０周年記念ミニのぼり
　　　　設置場所／市役所庁内、市内公共施設　７８か所
　　　　作製数／１００個
　　　・富士見市市制施行５０周年記念ＰＲポスター
　　　　設置場所／市内公共施設、郵便局、商業施設等　約４６０か所
　　　　作成部数／２,７３２枚

　５　成果・効果
　　　市内に横断幕等を設置したことで多くの人に富士見市市制施行５０周年を周知できた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 市内の公共施設を含む様々な場所に横断幕等を掲
出したことにより、多くの人に周知ができたため。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度

総額：２,１５４千円

総額：１，６７２千円　主な費用：横断幕、グラフィックステッカー、半透明フィルムステッカーの作製
　　　　及び掲出、並びに懸垂幕、柱巻幕、ミニのぼり、車両用マグネットシートの作製、ＰＲポスター
　　　　の印刷

令和４年度
総額：１５４千円

総額：２３１千円
　主な費用：横断幕、懸垂幕、柱巻幕の処分

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「市制施行５０周年記念ＰＲサイン等作製」事業

目　　的 富士見市市制施行５０周年を広く市民や市への来訪者などに周知することを目的に、横断幕やグラフィックステッ
カー等の作製及び掲出を行う。
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「市制施行５０周年記念ＰＲサイン等作製」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニのぼり ＰＲポスター 

柱巻き幕 

グラフィックステッカー 

横断幕 

懸垂幕 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「ふわっぴー１０周年記念郵便ポスト設置」事業

目　　的
市制施行４０周年を記念して誕生した、富士見市マスコットキャラクター「ふわっぴー」が、令和４年
度に誕生１０周年を迎えることを記念して郵便ポストを設置し、市制施行５０周年記念及びふわっ
ぴーのＰＲと愛着の醸成を図る。

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：６０千円

総額：６０千円
　主な費用：ポストデザイン料

令和４年度

総額：１,２８９千円

総額：１,２８８千円
　主な費用：立体造形物の作製・設置、市内７か所の郵便ポストのラッピング作業、
　ハガキ代

3 予算内で事業を実施することができ、投函式に参加
した園児からも好評であったため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　設置日／令和４年１２月２２日（木）
　　　設置場所／富士見市役所前郵便ポスト、ふじみ野駅東西口郵便ポスト、鶴瀬駅東
　　　西口郵便ポスト、みずほ台駅東西口郵便ポスト

　２　対象者・参加人数等
　　　対象者／郵便ポスト利用者
　　　令和４年１２月２３日（金）市役所前にて実施した投函式の参加者
　　　・富士見市長
　　　・三芳郵便局長
　　　・西坂戸三郵便局長
　　　・富士見南畑郵便局長
　　　・日本郵便のマスコットキャラクター　ぽすくま
　　　・富士見市マスコットキャラクター　ふわっぴー
　　　・第５保育所５歳児１４名参加
　
　３　周知方法
　　　広報、ＳＮＳにて周知
　
　４　具体的な内容
　　　富士見市役所前郵便ポスト、市内３駅の東西口郵便ポストに富士見市マスコット
　　　キャラクター「ふわっぴー」のイラストのラッピングシートを設置。また、市役所前郵
　　　便ポストには立体造形物を設置。

　５　成果・効果
　　　市役所前の郵便ポストにふわっぴーの立体造形物を設置したことで、多くの人に
　　　写真を撮っていただき、見物した人から「かわいい」「ほかのポストにもふわっぴー
　　　をのせてほしい」といった感想をいただけた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
市内では初の試みではあったが多くの方に「かわい
い」などの好評を博し、愛着の醸成につながったた
め。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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「ふわっぴー１０周年記念郵便ポスト設置」事業 

 

ふじみ野駅東口 ふじみ野駅西口 

鶴瀬駅東口 鶴瀬駅西口 

みずほ台駅東口 みずほ台駅西口 

市役所前郵便ポスト 投函式 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価の視点
評価

（3段階）

3
各世代に参加いただき、広く発信することができたほ
か、PR大使である板倉さんに出演いただき、多くの
方に周知でき、認知度向上に繋がったため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　①市制施行５０周年記念映像
　　令和４年４月１０日（日）式典会場のキラリふじみメインホールにおいて映像をお披
　　露目
　②市PR映像
　　令和４年３月１８日（金）～４月１４日（木）の間、ららぽーと富士見ＴＯＨＯシネマズ
　　の全スクリーンで放映（富士見市PR大使　板倉俊之さん出演）

　２　対象者・参加人数等
　　市民及び市外在住の方

　３　周知方法
　　令和４年４月１０日（日）市制施行５０周年記念式典において記念映像をお披露目
　　し、その後、市ホームページ及び市公式YouTubeにて公開。
　
　４　具体的な内容
    ・市制施行５０周年記念映像として、市民が参加する、市の特徴や歴史を振り返る
　　　内容の映像
　　・PR大使である板倉俊之さんに出演いただき、市の名前を印象付けるＰＲ映像
　
　５　成果・効果
　①式典の参加者から、「見ているこちらも楽しくなる映像だった」という声や、映像に
　　出演された方からは、「様々な世代の笑顔が繋がり、とても良い映像だった」という
　　声をいただいた。
　　令和５年３月３１日現在　６，６３５回再生
　②映画館総動員数　３６，０２５人　　上映回数　１，３６６回
　　令和５年３月３１日現在　２，９９２回再生

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
多くの市民にご出演いただくことで、興味関心を持っ
ていただき、式典においても市民とともに５０周年を
祝う効果的な発信ができたため

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：２,９６７千円

総額：２,５９７千円
　主な費用：映像作成委託料（５０周年記念映像、PR映像）

令和４年度
総額：４２９千円（債務負担行為）

総額：４２９千円
　主な費用：委託料

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「市制施行５０周年記念映像及びＰＲ映像作製」事業

目　　的
市制施行５０周年を記念し、市民と共に祝う「市制施行５０周年記念映像」及び市外へ富士見市の魅力を発信する
「富士見市ＰＲ映像」を作製する。ＰＲ映像は、ららぽーと富士見内のＴＯＨＯシネマズにおけるシネマ・アドバタイジン
グにて放映し、５０周年を契機に市の魅力を広く効果的に発信し、認知度の向上を図る。
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「市制施行５０周年記念映像及び PR映像作製」事業 

 

 

 

●市ＰＲ映像（板倉俊之さん出演）シネマアドバタイジング 

●市制施行５０周年記念映像 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3
話題性があり多くのメディアに取り上げられ富士見市
をPRできた。通常であれば数千万円程の広告費用
がかかる試算である。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　実施日／令和４年４月８日(金)～３月３１日(金)
　　　　場　所／東武東上線　ふじみ野駅・鶴瀬駅・みずほ台駅
　
　２　対象者・参加人数等
　　　　市内３駅利用者
　
　３　周知方法
　　　　広報、ホームページ、SNSにて周知
　
　４　具体的な内容
　　　　ふじみ野駅1番線（下り）　「走れ！-ZZver.-」
　　　　ふじみ野駅2番線（下り）　「ニッポン笑顔百景-ZZver.-」
　　　　ふじみ野駅3番線（上り）　「笑-笑～シャオイ-シャオ！-」
　　　　ふじみ野駅4番線（上り）　「行くぜっ！怪盗少女-ZZver.-」
　　　　鶴瀬駅1・2番線（下り・上り）　「行くぜっ！怪盗少女-ZZver.-」
　　　　みずほ台駅1・2番線（下り・上り）　「走れ！-ZZver.-」
　　　　【関連イベント】
　　　　・発車メロディーの放送に合わせて、ももいろクローバーZメンバーの
　　　　　オリジナルヘッドマークを掲出した列車の運行も行われた。
　　　　・発車メロディー出発式実施　実施日：令和４年４月８日(金)ふじみ野駅にて、
　　　　　ももクロメンバーの佐々木彩夏さんと高城れにさんが一日駅長として参加。
　　　　・発車メロディー出発式展示イベント
　　　　　期間：令和５年３月３日(金)～３月３１日(金)　場所：ららぽーと富士見
　　　　　出発式にてメンバーが着用した制服のほか、ヘッドマーク、写真を展示。

　５　成果・効果
　　　　・発車メロディーをももクロの楽曲に変更する事は話題性も高く、
　　　　　出発式には多くのメディアが取材に来た。（出発式取材申込件数25社）
　　　　・問合せメールにて発車メロディー継続の要望が複数あった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
当初の予定どおり市内３駅の発車メロディーをももク
ロの楽曲に変更でき、話題性もあり市の50周年をPR
することができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：１,１３３千円

総額：１,０５６千円
　主な費用：作製等業務委託・PRポスター印刷製本費・使用料及び賃借料

令和４年度
総額：１,０９８千円

総額：１,０９８千円
　主な費用：著作権取得業務委託料・メロディ変更業務委託料・演奏使用料

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「市内３駅発車メロディー放送」事業

目　　的
市制施行50周年を記念して富士見市内にある３駅の発車メロディーを富士見市PR特別大使であ
る、ももいろクローバーZの楽曲に変更することで市の認知度を高めるとともに、発車メロディーを通
じて市民に笑顔になっていただき、市民満足度向上に繋げる。
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「市内３駅発車メロディー放送」事業 

 

市制施行５０周年を記念して富士見市内にある３駅の発車メロディーを富士見市ＰＲ特別

大使である、ももいろクローバーＺの楽曲に変更した。話題性も高く、出発式には多くの

メディアが取材に来た。 

 

 

  
 

 

  
 

出発式には、ももいろクローバーＺの佐々木彩夏さん、高城れにさんが参加 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3 ららぽーと富士見に協力いただき予算内で、舞台演
出から運用まで効果的に実施することができた。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　実施日／令和５年２月２３日（祝・木）
　　　実施場所／ららぽーと富士見 屋内広場

　２　対象者・参加人数等
　　　延べ人数／１,１３０人

　３　周知方法
　　・令和５年２月２日（木）ポスター掲出、チラシ配布
　　・令和５年２月１３日（月）Ｊ：ＣＯＭ「ＬＩＶＥニュース～東上～」に出演
　　・市ホームページやツイッター、インスタグラム等への掲載

　４　具体的な内容
　　・ふわっぴーの新しい衣装及びふわっぴー絵本のお披露目
　　・他自治体（埼玉県、ふじみ野市、三芳町、志木市）のご当地キャラ写真撮影会
　　・自治体ブースなど

　５　成果・効果
　　・コロナの感染対策をする中での実施であったため、観覧エリアに人数制限を設け
　　　整理券配布を実施したが、開始３０分で配布終了となった。
　　・近隣自治体の（三芳町、ふじみ野市、志木市、埼玉県）ご当地キャラクターにも
　　　参加していただき、多くの集客ができた。同時に、出店自治体からもPRブースに多
　　　く足を運んでもらえたとのお声をいただくことができた。
　　・ご当地キャラクター撮影会は非常に多くの方に参加してもらうことができた。
　　・人数制限等はありながらも多くの人に訪れていただき、賑わいづくりにつなげていく
　　　ことができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
コロナ感染対策の中での実施とはなったが、観覧エリ
アでの整理券はすべて配布し、エリア外で参加してく
れる方も多く、市の活性化、賑わいづくりとなった。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：２,３５７千円

総額：２,３５８千円
　主な費用：ステージ等作成費

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「ふわっぴー10周年記念お誕生日会イベント」事業

目　　的
富士見市マスコットキャラクター「ふわっぴー」が令和４年度で１０周年を迎えることを記念してイベン
トを開催し、富士見市のさらなる活性化と、未来に向けた賑わいづくりにつなげていくこと
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「ふわっぴー１０周年記念お誕生日会イベント」事業 

 

 

 

 

 

 

写真①（オープニング） 

写真②授賞式 写真③全体写真 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価の視点
評価

（3段階）

3
予定販売数の50冊を超える66冊を販売することがで
き、販売終了後も追加販売してほしいとの問い合わ
せをいただくことができた。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　    発行日／令和５年２月２３日（祝・木）
　　　ふわっぴー１０周年記念お誕生日会イベントにて限定販売を実施。

　２　対象者・参加人数等
　　　・３～５歳の就学前の幼児

　３　周知方法
　　　・市ホームページやツイッター、インスタグラム等への掲載
　　　・ふわっぴーお誕生日会でお披露目し、来場者へ周知・販売

　４　具体的な内容
　　　「ぼくの☆（ほし）をしりませんか」
　　　・ストーリーの軸となるテーマとプロットを募集し、全４４作品から選考を経て採用
　　　・富士見市が舞台であり、ふわっぴーが主人公の絵本
　　　・作成部数／３００冊

　５　成果・効果
　　　・お誕生日会で絵本の販売を実施したが、予定販売数５０冊を上回る６６冊を販売
　　　　した。
　　　・販売分以外は子どもに関する施設等（図書館、保育施設、産科、小児科等）に
　　　　配布して広く周知した。
　　　・図書館の貸出に関して、４～６月末に鶴瀬西分館にて貸し出し回数１位を獲得し
　　　　た。
      ・ふわっぴーお誕生日会でお披露目したことにより、会場に来ていた多くの方に周
　　　　知することができた。また、読み聞かせを実施したことにより子供たちの愛着の
　　　　醸成につながった。
　

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3

図書館での貸し出しが好評であることや、販売終了
後も購入希望の問い合わせが来るなど、子どもたち
多くの目に触れることができ、親しみを持つことで愛
着を醸成することができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：２８千円

総額：２７千円
　主な費用：懇談会参加者謝礼、食糧費

令和４年度
総額：2,458千円

総額：1,743千円
　主な費用：絵本構成・ストーリー制作費

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「ふじみ☆ふわっぴー絵本作製」事業

目　　的
未来を担う子ども達が、幼児期から富士見市に親しみを持つことで愛着を醸成し、次の５０年へと
しっかりバトンを繋げることを目的に、本市を舞台とした絵本を作成する。
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「ふじみ☆ふわっぴー絵本作製」事業 

 

絵本の表紙 

絵本の中面① 

絵本の中面② 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3 多くの方から、反響をいただき、また、市内での消費
額も多かったことから、効果・成果を得られたため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　実施期間／令和４年９月１５日（木）～令和５年１月３１日（火）
　　　謎解きスポット／①ふじみ野駅②勝瀬原記念公園③三井ショッピングパーク　らら
　　　ぽーと富士見④富士見市民文化会館キラリふじみ⑤山崎公園⑥水子貝塚公園
　　　⑦難波田城公園⑧びん沼自然公園

　２　対象者・参加人数等
　　　〇対象者／小学生以上、家族など
　　　〇参加者／１０，９７８人

　
　３　周知方法
　　　市の広報、ポスターの掲示、チラシの配布、ＳＮＳを活用した周知を実施。

　
　４　具体的な内容
　　　ウェブサイト上に特設ページを作成し、スマートフォンだけで参加できる謎解き形
　　　式のデジタルスタンプラリーを実施。市内８か所に謎解きスポットを設置し、富士
　　　見市を舞台にしたオリジナルストーリーに沿って謎を解きながら楽しめるものとし
　　　た。
　　　また、回答の正解数に応じ、１００名以上が当選する賞品を用意した。

　５　成果・効果
　　　応募者数は目標１，１３０名に対し、１，７６１名が応募した。
　　　また、参加者の９６．９%が当事業が楽しかったと回答し、次回の開催があれば
　　　参加したいといった結果となった。
　　　参加者の８割が市内で食事、買い物をしており、約６，８００，０００円の消費額で
　　　あった。

　

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
市内を周遊するイベントが今までなかったことから、
当イベントを機に富士見市を知ってもらうことができ
たため。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課、ステークホルダーミーティング参加者（成人式実行委員、富士見高校生徒
会、図書館職員、市役所若手職員）

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：５,４３７千円

総額：５,３６２千円
　主な費用：スタンプラリーの企画立案・実施、賞品代、賞品発送料

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「謎解きデジタルスタンプラリー」事業

目　　的
市民に対して、地域の魅力を再発見してもらうことで、市への愛着を深めてもらうこと、市外の方に
は、富士見市を訪れることで興味・関心をもってもらう。
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「謎解きデジタルスタンプラリー」事業 

 

謎解きパネル 

山崎公園 

難波田城公園 勝瀬原記念公園 

水子貝塚公園 

特設サイト 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【シティプロモーション課】

事 業 名 「市制施行５０周年記念　埼玉新聞特集記事掲載」事業

目　　的
市制施行５０周年を広く周知するとともに機運醸成を図るため、富士見市のこれまでの歩みを振り
返るとともに、これからの未来を見据え、「過去」、「現在」、そして「未来」を特集した紙面とする。

実施体制
（担当課・市民参画等）

シティプロモーション課

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：８８０千円（債務負担行為）

総額：８８０千円
　主な費用：広告料

3 一部約7円弱の費用で、117,649部の新聞を発行し
富士見市50周年をPRできた。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　発行日／令和４年４月８日（金）

　２　対象者・参加人数等
　　　埼玉県内

　３　周知方法
　　　・令和４年４月８日（金）の発行
　　　・令和４年４月１０日（日）市制施行50周年式典出席者への配布
　　　・市ホームページへの掲載

　４　具体的な内容
　　　発行部数／１１７,６４９部
　　　抜刷紙面１０,０００部

　５　成果・効果
　　　・埼玉新聞１面の下段に「富士見市５０年」の広告が入り目を引く
　　　　デザインとなった。
　　　・抜刷紙面は「ももクロ春の一大事」等のイベントでも配布し市の
　　　　PRにつながった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 印刷部数は保存用以外ほぼ配布したため多くの人に
富士見市50周年をPRできた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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「市制施行５０周年記念 埼玉新聞特集記事掲載」事業 

市制施行５０周年を広く周知し機運醸成を図るため、「過去」、「現在」、そして「未来」を特集し

た紙面とした。 

発行部数／１１７,６４９部  抜刷紙面１０,０００部 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3
イベントを開催することで、市のPR、産業の活性化、
文化芸術に触れる機会を新たに創出することができ
た。

課　　題
多数の方に来場いただいたため、お店に長蛇の列ができたり、売り切れ店が続出したりするなど、来場者に不便を掛
ける状況となってしまった。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和５年３月２１日（祝・火）クラフトビアフェスタ　午前１１時００分～午後６時００分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スカイランタン打上げ　午後６時１５分～午後７時００分
　　　富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ
　２　対象者・参加人数等
　　　市内外から多数の方が来場
　３　周知方法
　　　・令和４年１１月から公式ホームページ・Instagram・Twitterを開設
　　　・令和４年１２月から市ホームページにてイベント開催関連記事を掲載
　　　・令和５年１月からポスター・チラシ配布による広報開始
　　　・広報富士見２月号でイベント開催関連記事を掲載
　　　・令和５年２月に市Twitter・Facebook・メールマガジン・LINE・都市宣言塔及び
　　　　テレ玉データサービスにてイベントの関連情報を発信
　　　・令和４年１１月に富士見市PR大使の倉本康子さんをアンバサダーに任命しSNS等
　　　　での発信を依頼
　　【パブリシティによる周知】
　　　・3/11 日本ビアジャーナリスト協会ホームページに取材記事掲載
　　　・3/18 埼玉新聞に取材記事掲載
　　　・3/20 JCOM LIVEニュース東上にてイベント紹介（生放送）
　　　・3/20 NHK首都圏ネットワーク・天気予報コーナーにて紹介
　４　具体的な内容
　　　・クラフトビールエリアの18ブースにて、市内2社を含む、ブルワリー19社のクラフト
       ビールを提供。
　　　・市内産の農産物（米・トマト）を使用したクラフトビールを醸造し、来場者に提供。
　　　・市内飲食店が富士見市美味いもんエリアに10ブース、キッチンカーエリアに5店
       舗出店し、クラフトビールに合うメニューや特産品を提供。
　　　・淑徳大学ボランティアサークルによる王冠マグネット作成ワークショップを実施。
　　　・淑徳大学ボランティアサークルによるパネルシアター「ビールってはたけでうま
       れるんだよ」を実施。
　　　・コエドブルワリーによるワークショップ「コエドビール学校富士見分校」を実施。
　　　・屋外ミニライブステージ。キラリ☆ふじみで活躍する７組が出演。
　　　・キラリ☆ふじみ内ロビーにグランドピアノを設置し、ストリートピアノとして来場者
       に自由に演奏していただく場を提供。
　　　・ビアフェス終了後にスカイランタンの打ち上げを実施。
　５　成果・効果
　　　市民同士や市外からの来訪者との交流の場が提供されたことで、市内に賑わい
      を創出し、市に対する愛着の醸成及び対外的な魅力の発信を行うことができた。
      市内産業の活性化や文化芸術に触れる機会の創出につなげることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 市内外から多数の方に来場いただき、多くの方に市
の魅力を発信することができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

（事務局）シティプロモーション課・産業経済課・農業振興課、ＦＵＪＩＭＩクラフトビアフェスタ実行委員
会（イベント運営）

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：３,７２２千円

総額：３,７２２千円
　主な費用：ＦＵＪＩＭＩクラフトビアフェスタ実行委員会補助金

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　シティプロモーション課・産業経済課・農業振興課　】

事 業 名 「ＦＵＪＩＭＩ☆クラフトビアフェスタ」事業

目　　的
クラフトビアフェスタの開催を通じて、市民同士や市民と来訪者との交流を促進し、地元への愛着の
醸成及び対外的な魅力の発信を行うとともに、市内産業の活性化を図る。
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令和 5年 3月 21日（祝日・火曜日）午前 11時から、ＦＵＪＩＭＩクラフトビアフェスタ

が富士見市民文化会館キラリ☆ふじみで開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

星野市長、倉本ＰＲ大使、浅見実行委員長     アレクサンドラ・コヴァチュ駐日セルビア 

による乾杯                   共和国特命全権大使（右）も来場  

 

 

 

 

 

 

 

 

美味いもんエリア            カンパイスペース 

 

ミニライブステージ           パネルシアター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スカイランタンの打上げ         コエドビール学校富士見分校 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【協働推進課】

事 業 名 「富士見ふるさと祭り」事業

目　　的 「富士見ふるさと祭り」を市制施行５０周年記念事業として開催

実施体制
（担当課・市民参画等）

協働推進課・文化スポーツ振興課・人権市民相談課・産業経済課・農業振興課・環境課

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：８,０００千円

総額：８,０００千円
　主な費用：ふるさと祭り開催事業補助金

2 市最大のお祭りが開催されたことで、市制５０周年を
祝うことができたため

課　　題
・今回は補助金が増額されていたので、決算時には繰越金が見込めているが、通常の補助金額では赤字が見込ま
れるため、開催が難しい。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年１０月２２日（土）　　午前９時から午後４時
　　　富士見市役所周辺

　２　対象者・参加人数等
　　　市民
　　　延べ３６,０００人

　３　周知方法
　　ホームページ・広報富士見・ポスター
　

　４　具体的な内容
　　　市民によるステージイベント、輪踊り、お囃子、模擬店、フリーマーケットなど

　５　成果・効果
　　　市民との協働による祭りの開催で、賑わいと活力ある「ふるさと富士見」の魅力を
   高めるとともに、世代を超えた交流により市民の一体感とコミュニティを生み出すこ
   とができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 想定を超える来場者があり、賑わいや交流をするこ
とができたため

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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２２富士見ふるさと祭り 

 

 令和４年１０月２２日（土曜日）午前９時から 

２２富士見ふるさと祭りが開催されました。 

当日は、秋晴れの中、多くの来場者で賑わい、 

盛大な祭りとなりました。 

 

       

富士見台中学校吹奏楽部によるオープニング      PHOENIXによるチアリーディング 

 

  
 

     

うまいもん広場                   ふわっぴー撮影コーナー 

 

     

   東武鉄道㈱出店ブース前にて          輪踊り寄せ太鼓 

シャバツ市長をはじめとするシャバツ市代表

団や、アレクサンドラ・コヴァチュ特命全権大

使ら在日セルビア共和国大使館の皆様が来

訪。ステージ及び輪踊りに参加。 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「舞台芸術鑑賞」事業

目　　的
舞台芸術鑑賞事業に対し補助金を交付し市制施行５０周年記念事業を開催する。普段、身近な施
設で体験できない文化芸術に触れられる機会を市民と共に創出する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課、富士見市舞台芸術鑑賞会実行委員会、富士見市の舞台芸術を支援する会

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：7,387千円

総額：7,387千円
　主な費用：舞台芸術鑑賞会補助金

3
多くの方から反響をいただいた。中でも児童生徒が
無料で鑑賞できる点の満足度が高く、成果・効果は
十分に得られた。

課　　題
事業の周知方法を工夫する必要がある（動画などの媒体による広報など）。
今後目的をより大きく達成するためには事業内容を児童生徒向けに特化して検討する必要がある。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　①令和4年度　松竹歌舞伎舞踊公演　　キラリ☆ふじみ　メインホール
　　　　 　令和4年7月28日（木）14:00開演
　　　　②朗読劇「家族草子」公演　　　　　　　　キラリ☆ふじみ　マルチホール
　　　　　 令和4年11月26日（土）ワークショップ　10:00～（小学生対象）13:00～（中学生対象）
　　　　　　　　　　　　  　27日（日）公演　11:00～、12:30～、14:30～、16:00～

　２　対象者・参加人数等
　　　①対 象 者：市内在住・在勤・在学のどなたでも（往復はがき）
　　　　　　　　  　　市内在住・在学の中学生とその保護者（中学生招待）
　　　　　　　　  　　一般（松竹㈱が運営する「Web松竹」によるチケット一般販売）
　　　　　参加人数：592人
　　　  ②対 象 者：ワークショップ…市内在住・在学の小中学生
　　　　　　  　　  　公演…一般（未就学児を除く）

　　　　 参加人数：のべ227人（4公演合計）

　３　周知方法
　　　①市HP、市広報、市Twitter、市内各中学校生徒への全員資料配布、公共施設・商業施設へのポスター掲示、
　　　　　 市内３駅パンフレットスタンドへのチラシ設置
　　　  ②市HP、市Twitter、市内各小中学校・特別支援学校への全員資料配布、公共施設・商業施設へのポスター

　　　　　　掲示、市内３駅パンフレットスタンドへのチラシ設置

　４　具体的な内容
　　　①全国巡業の一公演として実施。演目は「御挨拶」「操り三番叟」「連獅子」。出演は中村芝翫、中村橋之助、
　　　　　　中村福之助、中村歌之助、中村松江ほか
　　　  ②[ワークショップ]ストレッチや気持ちを届ける練習、実際の台本を使った演技指導
　　　　   [公演]朗読と芝居を融合させた独自のエンターテイメント。演目は「後出しジャンケン」「イキヌクキセキ」。
　　　　　　　　　　 主宰・原作・脚本はSMAP｢青いイナズマ｣｢Shake｣等の作詞家である森浩美氏。

　５　成果・効果
　　　・身近な施設で優れた文化芸術に触れられることで文化芸術活動の振興及びすそ野が広がった。
　　　　・アンケートから非常に高い満足度が得られたことがわかり、児童・生徒の感性や創造性を育むことができた。
　　　　・市民との協働によるまちづくりの一助となった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
①②とも効果的に児童生徒への鑑賞機会の提供を行うこ
とができ、また保護者など大人も興味の持てる内容だっ
た。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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①当日物販のようす ①演目「御挨拶」

①演目「連獅子」 ②ワークショップのようす

②ワークショップのようす２ ②演目「イキヌクキセキ」
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「心から楽しむ、笑う吉本新喜劇」事業

目　　的 　市制施行５０周年を市民と共に祝い楽しむことで、富士見市へのさらなる愛着醸成を図る。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：7,705千円

総額：7,233千円
　主な費用：公演委託料、会場使用料、チケット販売手数料

3
吉本新喜劇公演に加えて、お笑いワークショップや
市民出演者募集を行うことで、市民に得難い経験を
提供することができた。

課　　題
　お笑いワークショップ参加者は小学校4～6年生から10名を公募したが、最終的に応募者が6名にとどまった。原因
としては、対象とした年齢層は子ども大学、子どもスポーツ大学、子ども文化芸術大学の募集対象年齢と重複してい
ることが考えられる。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和4年9月18日（日）　午後3時開演
　　　　富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ　メインホール
　
　２　対象者・参加人数等
　　　　当日来場者数　580人
　　　　市民出演者　10人
　　　　お笑いワークショップ参加者　6人

　３　周知方法
　　　　・市広報8月号に掲載し、併せて市ＨＰ及びＳＮＳでも発信したほか、公共施設
　　　　　等にポスター及びチラシを掲出。
　　　　・市民出演者及びお笑いワークショップの募集についても、それぞれ公共施設
　　　　　等にポスター及びチラシを掲出。

　４　具体的な内容
　　　　【お笑いワークショップ】
　　　　　小学校4～6年生から参加者を公募し、吉本興業所属の漫才コンビ「天狗」が
　　　　講師を務めるワークショップを全5回実施。受講した6人は、9月18日の公演当
　　　　日に漫才を披露。
　　　　【市民出演者】
　　　　　公募で決定した0歳から61歳まで10人の市民が、吉本新喜劇に出演。
　　　　【吉本新喜劇富士見市公演】
　　　　　漫才出演者：お笑いワークショップ受講者（小学生３組）・天狗・スリムクラブ
　　　　　　　　　　　　　・レギュラー・２丁拳銃
　　　　　新喜劇出演者：市民出演者・川畑泰史（座長）・山田花子　ほか
　　　　【その他】
　　　　　富士見市ＰＲ大使である板倉氏が随所に登場し、会場を盛り上げた。

　５　成果・効果
　　　　・公演当日には多くの方に来場していただき、大いに楽しみ、ともに市制施行50
　　　　　周年を祝うことができた。
　　　　・笑いワークショップや市民出演などにより、市民に得難い経験をする機会
　　　　　を提供するとともに、市民参加を図ることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
多くの市民とともに、市制施行50周年を祝うことがで
きた。また、ＰＲ大使出演などにより、市の魅力発信
と愛着醸成を図ることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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市長あいさつ                 ワークショップ受講者による漫才披露 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉氏と天狗による講評             漫才（レギュラー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休憩中（板倉氏と天狗によるトーク）      吉本新喜劇にも市民が出演 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「NHK全国放送公開番組招致」事業

目　　的
市制５０周年の記念として、市民と共に富士見市での思い出を作ることにより、まちへの愛着を深め
る。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課（その他、応援職員の保健師、TOPサポーター含む）、NHKさいたま放送局
（共催）

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：８２８千円

総額：４２９千円
　主な費用：会場使用料、事業協力者謝礼

3

出演料やパンフレット印刷代は共催であるNHKさい
たま放送局負担のため、キラリ☆ふじみの施設使用
料等の支出のみだった。無料で素晴らしい音楽を聴
く機会を設けることが出来た。市外、県外からの集客
も出来た。

課　　題

・同日に別イベントが重なっており当課職員が二手に分かれる形となったため、人員調整や役割分担に配慮する必
　要があった。
・往復はがきで１人何枚でも応募できるが、申込者の重複及び当選者の重複を外さなかった、キャンセル待ちも設け
　なかったこともあり、全て共催であるNHKの意向ではあったものの、当日空いている席があった。

実施内容
（実績）

１　日時・場所
　　令和５年２月１９日（日）開場／午後３時、　開演／午後３時５０分、　終演／午後６時
　　富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ（富士見市大字鶴馬１８０３－１）メインホール

２　対象者・参加人数等
　　市内・市外（県外含む）のどなたでも可（未就学児不可）。使用可能７６４席中５８５人
    来場。

３　周知方法
　　・令和４年１２月１２日から市ホームページにて掲載
　　・令和４年１２月１２日からNHKホームページにて掲載
　　・令和４年１２月２３日に市公式LINEにて発信
　　・令和４年１２月２３日に市Facebookにて発信
　　・広報富士見１月号にて掲載
　　※往復はがき（１枚で２人まで）で申込み。
　　　 ６２１組１,１６３人の応募があり、申し込み多数のため抽選。

４　具体的な内容
　　・令和５年２月１９日（日）ブラボー！オーケストラの公開収録　（共催）
　　　出演　【ソリスト】伊藤　恵（ピアノ）
　　　　　　　【指揮】齋藤　友香理
　　　　　　　【管弦楽】東京フィルハーモニー交響楽団
　　　放送（NHK-FM）令和５年３月５日（日）・１２日（日）午後７時２０分〜８時２０分

　　・その他バックステージツアー　（共催）
　　　子ども文化芸術大学☆ふじみ特別講義「番組制作の舞台裏を見てみよう！」
　　　令和５年２月１９日（日）　集合／午後１時３０分、　見学終了／午後２時５０分
　　　場所　富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ（公開収録会場）
　　　内容　「ブラボー！オーケストラ」のゲネプロ（最終リハーサル）一部見学、NHK
　　　　　　　音声中継車見学等
　　　対象　子ども文化芸術大学☆ふじみ参加者とその保護者１名（計２名）
　　　実績　６組１２名

５　成果・効果
　　・市外・県外からも多数の応募があり、「富士見市」という場所や、市制施行５０周年
　　　であることをPR出来た。
　　・無料で素晴らしい音楽を聴く機会を設けることが出来た。
　　・お手伝いとしてTOPサポーターを活用し、本イベントの観覧者としてだけでなく、運
　　　営側にも市民参加の機会を設けることが出来た。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3

文化芸術の発信拠点であるキラリ☆ふじみで、無料
で気軽に、素晴らしい音楽に接する機会を作ることが
出来た。市内小学生に舞台裏を見せるバックステー
ジツアーといった、当初予定していた以上の事業も
行った。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

50



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラボー！オーケストラ 市長挨拶          演奏の様子 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックステージツアー            ＮＨＫ音声中継車見学 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「ＦＵＪＩＭＩ音楽祭」事業

目　　的
　市制施行５０周年を市民と祝うとともに、全ての世代が楽しむことができる音楽祭を開催し気軽に
文化芸術に親しめる機会を市民へ提供することで、市の文化芸術振興を図る。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課（事務局）、ＦＵＪＩＭＩ音楽祭実行委員会

事業費

令和３年度
総額：19千円

総額：5千円
　主な費用：実行委員会飲料代

令和４年度
総額：10,000千円

総額：6,879千円
　主な費用：ＦＵＪＩＭＩ音楽祭実行委員会補助金

3

周年記念事業であることにご理解をいただき通常よ
りも低い金額で出演いただいたり、音楽事務所を介さ
ずに事業を実施したりすることで、全体に経費節減を
図ることができた。

課　　題
・多くのコンサートやワークショップを実施したが、会場であるキラリ☆ふじみのキャパシティからすると過大であった
ため、出演者控室が不足するなど運営に無理が生じた。
・さらなる集客をするためには、周知方法やチケット販売方法等の工夫が必要である。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和4年11月19日（土）・20日（日）
　　　　富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ

　２　対象者・参加人数等
　　　　来場者数　延べ1,852人

　３　周知方法
　　　　・市広報10月号に掲載し、併せて市ＨＰ及びＳＮＳでも発信。
　　　　・市内公共施設、学校や保育施設、ららぽーと富士見のほか、市内3駅、
　　　　　近隣自治体の文化会館、埼玉県庁、市内音楽教室にポスター、チラシを掲出。
　　　　・実行委員長がテレビ埼玉の番組（情報番組マチコミ）に市長と共に出演しＰＲ。
　　　　・そのほか、出演者にＳＮＳ等で周知をしていただいた。

　４　具体的な内容
　　　　・パンフレット参照

　５　成果・効果
　　　　・実行委員や市民合唱団を始めとする出演者、当日の運営などに、多くの市民
         や市にゆかりのある方に関わっていただくことができた。
　　　　・クラシックからジャズまで、幅広いジャンルのコンサートを実施し、また未就学
　　　　　児向けのコンサートも行われ、全ての世代が楽しめる音楽祭とすることがで
　　　　　きた。
　　　　・市民合唱団による第九合唱が、新型コロナウイルス感染症対策としてソリスト
　　　　　や合唱団を通常と大きく異なる配置とせざるを得ないなど、実施に際しては
　　　　　様々な困難もあったが、来場者からは高い評価をいただいた。
　　　　・多くの方に来場いただき、市制50周年を祝うとともに音楽を楽しんでいただけた
　　　　　ことに加え、市民参加で音楽祭を創り上げることができたことから、市の文化芸
　　　　　術振興と市民相互の交流に資することができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
多くの市民が様々な形で参加する、全ての世代が楽
しむことができる音楽祭を実施することで、市の文化
芸術振興と市民相互の交流に資することができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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フィナーレ（市民合唱団） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ウィンド・コンサート               ワークショップ 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3
多くの方から反響をいただいたことから成果・効果を
十分に得られた。また、市内において楽曲を市イベン
トや学校行事等多くの団体に利用していただいた。

課　　題 市制50周年当該年度以降の楽曲活用を広く行う必要がある

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　作品公募：令和3年6月1日（火）～7月31日（土）
　　　　選考：令和3年8月16日（月）～10月11日（月）
　　　　賞金贈呈式：令和3年11月3日（水・祝）
　　　　練習会：令和4年2月12日（土）～3月21日（月）＠キラリふじみマルチホール
　　　　音源録音：令和4年3月18日(金)＠武蔵野音楽大学
　　　　楽曲披露：令和4年4月10日（日）50周年記念式典＠キラリふじみメインホール
　　　　楽曲使用：令和4年4月10日（日）50周年記念式典以降随時イベント等で使用
　　　　　　　　　　　令和4年4月11日（月）～令和5年3月31日（金）庁舎内で放送
　　　　　　　　　　　（令和4年5月2日～始業チャイムとして使用）

　２　対象者・参加人数等
　　　応募対象：どなたでも　応募総数：31個人1団体（うち市内11個人1団体）合計36曲

　３　周知方法
　　　市HP、市広報、市Twitter、市内公共施設・学校・商業施設・音楽教室へのポスター掲示、近隣
　　　 音楽大学へのポスター掲示、市内３駅ポスター掲示・パンフレットスタンドへのチラシ設置

　４　具体的な内容（敬称略）
　　　・富士見市オリジナルのファンファーレを公募、選考委員会にて採用曲を1曲選定
　　 　　採用曲：富士見市市制施行50周年への祝典序曲／國分大悟
　　 　・採用曲の作曲者へ賞金10万円を贈呈
　　　 ・選考委員会による選定
　　　 　選考委員：北原幸男（指揮者）、倉本眞理（ピアニスト）、水野美代子（富士見市音楽連盟）、
　　　　　　　　　　  手島稔（富士見市民吹奏楽団）、宮沢高章、古寺優一、鈴木誠
　　　 ・武蔵野音楽大学との連携による音源録音
　　　 ・50周年記念式典での富士見市民吹奏楽団によるお披露目
　
　５　成果・効果
　　　・合計36曲の応募を得ることができた。
　　　 ・庁舎内始業チャイムに採用するなど積極的な周知、活用を行った。
      ・50周年記念式典でお披露目したことで、50周年のスタートを広く周知することができた。
　 　　・様々なイベント等での使用実績が得られた

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
多くの応募や反響をいただくことができた。また、選
考委員会にて適正で厳正な審査が行われ、もっとも
ふささわしい楽曲を選定できた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課、富士見ファンファーレ選考委員会

事業費

令和３年度
総額：720千円

総額：486千円
　主な費用：選考委員謝礼、採用賞金、練習謝礼、募集周知ポスター等印刷製本費

令和４年度
総額：0円

総額：0円
　主な費用：

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「富士見ファンファーレ」事業

目　　的
令和４年度に迎える市制施行５０周年を市民と祝うとともに、クラシック音楽の素晴らしさを分かち合
うため、節目の年にふさわしいファンファーレを募集する。
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賞金贈呈式 50周年記念式典に向けた練習（富士見市民吹奏楽団）

音源録音 50周年記念式典でのお披露目

作品公募 募集ポスター 採用曲 「富士見市市制施行50周年への祝典序曲」楽譜抜粋
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3
例年と同様の予算額で市民文化祭を開催したことに
加えて、市制施行50周年の認知度が向上したことか
ら、費用対効果は高い。

課　　題 　参加者の固定化・高齢化が課題となっているため、来年度以降の実行委員会で対応を検討していく。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和4年10月30日（日）～11月13日（日）
　　　　富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ
　
　２　対象者・参加人数等
　　　　出品・出演者数：延べ７８４人
　　　　来場者数：延べ２，８６６人

　３　周知方法
　　　　・市広報8月号で出演者及び出品作品を募集。
　　　　・市広報10月号で開催を周知。
　　　　・公共施設及び町会掲示板にポスターを掲示したほか、公共施設にチラシを
　　　　　設置。
　　　　・このほか、市ＨＰやＳＮＳでも情報発信。

　４　具体的な内容
　　　　　開催期間中に、展示発表・芸能発表・民謡大会・市民美術展・将棋大会・市民
　　　　音楽祭が開催され、市民の日ごろの文化芸術活動の成果を発表する機会となる
　　　　とともに、来場した市民に文化芸術の鑑賞機会を提供することができた。
　　　　　また、来場者等に配布するプログラム表紙に50周年記念ロゴマークを使用す
　　　　るなど、市制施行50周年の認知度向上に努めた。
　
　５　成果・効果
　　　　・新型コロナウイルス感染症の影響による中断を経て、3年ぶりの開催となった。
　　　　・市民に発表機会、鑑賞機会、交流機会を提供することで市の文化芸術振興に
　　　　　資するとともに、市民文化祭に関わった多くの市民に市制施行50周年を周知
　　　　　し機運醸成を図ることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
市民への発表機会、鑑賞機会、市民交流機会の提
供に加え、市制施行50周年の認知度向上を図ること
ができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課（事務局）、富士見市民文化祭実行委員会

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：800千円

総額：711千円
　主な費用：富士見市民文化祭実行委員会補助金

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「市民文化祭」事業

目　　的
　市制施行５０周年の認知度向上及び機運醸成のため、富士見市民文化祭を冠事業として実施す
る。
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「ふじみヘルシーウォーク大会」事業

目　　的
市内各地の文化財や豊かな自然を望みながら周回するウォーキング大会を開催し、市民の健康増
進に寄与するとともに、市制施行５０周年を周知する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課、富士見市スポーツ推進委員

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0円
　主な費用：

令和４年度
総額：300千円

総額：300千円
　主な費用：ヘルシーウォーク大会補助金

2 近隣からも多くの方が参加し十分に成果・効果を得ら
れた。

課　　題
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により縮小開催となったため、対策講じながら健脚コース（１０㎞）とファミリー
コース（5㎞）の開催をできるようく工夫が必要。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和４年５月１５日（日）　午前８時１０分開会式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時１０分第１走スタート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時３７分第２走スタート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時４５分第３走スタート
　　　　　文化の杜公園周辺

　２　対象者・参加人数等
　　　　市民を含む富士見市近隣市町から３０５名が参加

　３　周知方法
　　　　市HP、市広報、各公共施設ポスター掲示

　

　４　具体的な内容
　　　  　文化の杜公園をスタートし、市内各地の文化財や豊かな自然を望みながら周回するウォーキング大会。
　　　　　ファミリーコース（５㎞）のみ実施

　５　成果・効果
　　　　ウォーキングを行うことで、健康の保持及び増進、体力の維持向上や、参加者相互の交流の輪を
　　　　　広げることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、内容を変
更しての開催となったが、近隣からも多くの方が参加し、
参加者同士の交流及び体力維持向上を図ることができ
た。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「バトテニス大会」事業

目　　的
各地区で行っている方が集まり、お互いの親睦を深めると共に富士見市発祥のニュースポーツ「バ
トテニス」を普及につなげるとともに、市制施行50周年を祝うための大会とする。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課、富士見市スポーツ推進委員

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：27千円

総額：42千円
　主な費用：富士見市スポーツ推進委員連絡協議会補助金

3 多くの方に参加いただき、白熱した大会を開催するこ
とが出来た。

課　　題 バトテニスの更なる普及のため、初めてやる方でも楽しめる工夫が必要である。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和４年１１月６日（日）　午前９時４０分開会式　午前１０時試合開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時００分閉会式
　　　　　市民総合体育館メインアリーナ

　２　対象者・参加人数等
　　　　市内在住・在勤・在クラブ員の方２８チーム５６名が参加

　３　周知方法
　　　　市HP、市広報、過去参加チームへの案内

　

　４　具体的な内容
　　　  　・４チームごとの８つのグループに分けリーグ戦
　　　　　・リーグ戦結果をもとに全参加チームの順位をつけ、順位別トーナメント
　　　　　・ＰＲ大使千種ゆりこさん参加

　５　成果・効果
　　　　参加者の親睦を深めるとともに、富士見市発祥のニュースポーツバトテニスの普及につながった

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 多くの方及びＰＲ大使にも参加いただき、参加者同士の
交流及び普及を図ることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「日登美杯レスリング大会」事業

目　　的
市制施行５０周年を記念して、レスリングを通じて児童の心身の健やかな発達を目的とした大会を
開催する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課、日登美杯少年少女レスリング大会実行委員会

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：242千円

総額：231千円
　主な費用：レスリング日登美杯補助金

3
県外からも参加があったことで、白熱した大会となり
子ども及び保護者の交流を図れ事業費に見合う成果
を得られた。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和４年９月３日（土）　午前１０時１０分開会式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前１１時試合開始
　　　　　市民総合体育館メインアリーナ

　２　対象者・参加人数等
　　　　埼玉県、千葉県、神奈川県から９９名が参加

　３　周知方法
　　　　・東日本少年少女レスリング連盟に登録している団体へ案内
　　　　　・試合観戦については市ＨＰ、市広報

　

　４　具体的な内容
　　　  　・１～３年生（男女混合５人制）予選リーグ戦及び決勝トーナメント
　　　　　・４～６年生（男子５人制）：予選リーグ戦及び順位別リーグ戦
　　　　　・３～６年生（女子３人制）：リーグ戦

　５　成果・効果
　　　　県外からも参加があったことで白熱した試合になり、子ども達の心身の発達及び参加者同士の交流を図
　　　 れた。また保護者達も他県の参加者と交流することが出来た。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 県外からも多くの子ども達に参加いただき、レスリングを
通じて心身の発達及び交流を図れた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

62



 

 

 

63



 

 

 

予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「ラケットテニス大会」事業

目　　的
市制施行50周年を祝うとともに、入間地区が推進する「ラケットテニス」を普及するため、各地区で
行っている方が集まる大会を開催する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課、富士見市スポーツ推進委員

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：20千円

総額：21千円
　主な費用：富士見市スポーツ推進委員連絡協議会補助金

2 近隣からも多くの方が参加し、白熱した大会を開催で
きたので、成果・効果は十分に得られた。

課　　題 予定チーム数より少なかったので、事業の周知方法を工夫する必要がある。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和４年８月７日（日）　午前９時１５分開会式　午前９時４０分試合開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時３０分閉会式
　　　　　市民総合体育館メインアリーナ

　２　対象者・参加人数等
　　　　市民を含む富士見市近隣市町から２０チーム８９名が参加

　３　周知方法
　　　　市HP、市広報、過去参加チームへの案内

　

　４　具体的な内容
　　　  　５チームによるリーグ戦（４リーグ）

　５　成果・効果
　　　　参加者の親睦を深めるとともに、ニュースポーツのラケットテニスの普及につながった

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、内容を変
更しての開催となったが、近隣からも多くの方が参加し、
参加者同士の交流及び普及を図ることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2
一流選手から学ぶ機会や障がい者スポーツを市民
の方に提供することでスポーツ活動の普及を図れ
た。

課　　題 当日参加可能な種目について、一度に体験できる人数等の運用方法の工夫が必要である。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和４年１０月１０日（日）　午前９時から午後４時まで
　　　　　市民総合体育館全館

　２　対象者・参加人数等
　　　　市民を含む富士見市近隣市町から３４７名が参加

　３　周知方法
　　　　市広報、体育館ＨＰ、館内掲示、折り込みチラシ「ぱど」への掲載、近隣コンビニへの掲示依頼

　

　４　具体的な内容
　　　  　・キッズバスケットボールクリニック
　　　　　・キッズレスリング体験
　　　　　・ゴールボール体験
　　　　　・セパタクロー体験
　　　　　・サウンドテーブルテニス体験
　　　　　・ボッチャ体験
　　　　　・輪投げ、ヨーヨーすくい
　　　　　・ヤクルトによる栄養相談と講和
　　　　　・お札さがしゲーム
　　　　　・キッチンカー２台

　５　成果・効果
         ・スポーツ体験をきっかけとして体育館の周知、利用促進を図ることができた。
         ・スポーツ体験や健康講和を通じて市民のスポーツ活動推進及び健康増進を図ることができた。
　　　　　・ボッチャ、サウンドテーブルテニス、ゴールボールの体験を通じて障がい者スポーツの普及を図ること

　　　　　　ができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 多くの方に参加いただき、体育館の利用促進及びス
ポーツ活動の推進を十分に図ることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課、市民総合体育館指定管理者

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：0千円

総額：0千円（指定管理者自主事業のため）
　主な費用：

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「スポーツチャレンジ２０２２」事業

目　　的
レスリングやゴールボール等、さまざまなスポーツが体験できるイベントを開催し、市民のスポーツ
振興、健康増進に寄与するとともに、市制施行５０周年を周知する。
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3

　短期間での滞在とせざるを得なかったが、目的達成
度にもあるように多くのイベントや懇親会を通じて両市
の親交と市民交流が図れたことは予算以上の成果を得
たと確信している。

課　　題

　・招待を実現するまでには多くの関係者との協議・調整・申請等が必要で予想以上に事務量があった。
　・海外から賓客招待の経験が乏しく、当初から予定していたスケジュールの変更も多くあり、予算の柔軟な執行が必須
である。
　・歓迎夕食会への参加等、担当職員の経済的負担が大きく、これらの軽減が今後必要と考える。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　・令和4年10月19日（水）から23日（日）の4泊5日間

　２　対象者・参加人数等
　　・ふるさと祭りや難波田城公園まつり等に参加し、多くの市民の方と交流することが出来た。

　３　周知方法
　　・広報富士見令和4年10月号に関連記事を掲載
　　・令和4年9月から市ホームページにて関連記事を掲載

　４　具体的な内容
　　・10/21(金)針ケ谷小学校訪問、市役所・キラリ☆ふじみにて歓迎セレモニー開催
　　・10/22(土)富士見ふるさと祭り参加、キラリ☆ふじみ・中央図書館視察
　　・10/23(日)難波田城公園まつり参加

　５　成果・効果
　　・富士見ふるさと祭りをはじめ多くのイベントに参加いただき市民との交流が図れたこと
　　・今後の両市の交流に関する確認書を取り交わしたこと

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3

　当初の日程がコロナ禍により変更せざるを得なかった
が、当初から予定していたイベントをすべて盛り込むこ
とが出来、また、セルビア共和国大使の参加も実現し、
両市の一層の親交が図れた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

文化・スポーツ振興課及び富士見市国際友好協会（事務局：文化・スポーツ振興課）

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度

総額：1,724千円

総額：1,800千円
　主な費用：旅行業務委託、記念植樹・プレート設置委託、通訳委託費

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【文化・スポーツ振興課】

事 業 名 「市制施行50周年記念式典シャバツ市長招待」事業

目　　的

　日程変更を行ったが市制施行50周年と本市とセルビア共和国シャバツ市との姉妹都市提携40周年
を記念し、アレクサンダル・パイッチ市長はじめ６名の代表団を姉妹都市記念日である10月23日（日）
に招待し、富士見ふるさと祭りへの参加や交流のある小学校への訪問をとおして、市民との交流を図
るとともに、今後の姉妹都市交流の一層の充実を図ることを目的とする。
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○今後の交流に関する確認書署名 ○記念植樹＆プレート披露 

○ふるさと祭りへの参加 ○難波田城公園祭りへの参加 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2 実行委員の知恵と工夫により最小限の費用で最大
限の効果が得られた。

課　　題 勝瀬de縁日の２年間の中止により、実行委員会との協議が十分にとれず、事務局主導になってしまった。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年９月３日（土）正午～午後３時
　　　ふじみ野交流センター

　２　対象者・参加人数等
　　　市民（親子）約５００人が来場

　３　周知方法
　　・広報冨士見８月号に開催案内を掲載
　　・市ホームページに開催案内及び笑顔の写真募集を掲載
　　・勝瀬小学校、ふじみ野小学校全児童及び大井小学校一部児童にチラシ配布
　　・勝瀬ふじみ野地域の市掲示板にポスター掲示
　　・勝瀬deグルメ参加店舗にポスター掲示

　４　具体的な内容
　　・実行委員による遊びや模擬店の実施
　　・笑顔の写真展を実施（展示パネル３枚）
　　・勝瀬deグルメ参加１５店舗の「おいしいもの」展示（展示パネル２枚）
　　・勝瀬中学校生徒有志による遊びコーナーの実施
　　・縁日開会前に「開館２０周年記念式典」を実施

　５　成果・効果
　　　新型コロナウイルス感染症によりイベントの開催が制限される中、感染防止対策
　　を充分に施し３年ぶりの開催となったが、予想を上回る参加があり、地域住民のイ
　　ベント交流が図れた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 様々な制約の中でも実行委員会と協力して一定の成
果を上げることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

ふじみ野交流センター（事務局）、第24回勝瀬de縁日実行委員会

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：９５千円

総額：３４千円
　主な費用：消耗品

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【ふじみ野交流センター】

事 業 名 「開館２０周年記念  勝瀬de縁日」事業

目　　的
実行委員会で開催される勝瀬de縁日で、人々の魅力の発信及び特産物を紹介し、郷土愛を深めて
もらい市制５０周年、ふじみ野交流センター２０周年を記念する
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　市民課　】

事 業 名 「オリジナルマイナンバーカードケース作製」事業

目　　的
50周年記念ロゴマーク入りのオリジナルマイナンバーカードケースを作製し、マイナンバーカードを
使用する機会（交付、転入、本人確認時）に配布することで、市制施行50周年の周知と機運の醸成
を図る。

実施体制
（担当課・市民参画等）

市民課

事業費

令和３年度
総額：242千円

総額：242千円
　主な費用：50周年記念カードケース作製業務委託費用

令和４年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

2
年間を通した配布枚数（20,000枚）を作成しているた
め、現段階での費用対効果に関する評価は、不明で
ある。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　配布日時：令和4年1月4日（火）から配布開始
　　　配布場所：市民課、各出張所、保険年金課、税務課、収税課、
　　　　　　　　　 子育て支援課、保育課、子ども未来応援センター、ICT推進課
　　　　　　　　　 福祉政策課、障がい福祉課、高齢者福祉課、健康増進センター
　
　２　カードケース配布対象者
　　　マイナンバーカードの交付者、電子証明書の新規発行や更新者
　　　マイナンバーカードを使用して住民異動された者、
　　　窓口でマイナンバーカードを使用して本人確認をされた者
　
　３　成果・効果
　　　カードケースの配布により、マイナンバーカードを通じた富士見市50周年の周知や
      関心の向上ができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 配布時の反応もよく、記念ロゴのかわいらしさや50周
年に対する強い関心を感じられた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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表 裏

住民票や印鑑証明書などの証明書が
コンビニのマルチコピー機で取得できます

住民票や印鑑証明書などの証明書が
コンビニのマルチコピー機で取得できます

令和４年４月１０日が市制施行50周年記念日です

令和４年４月１０日が市制施行50周年記念日です
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

3
舞台機構操作料など、予算を上回る支出があった
が、来場者に満足してもらえる舞台公演を開催する
ことができた。

課　　題 ・コロナ禍のため、メインホールに参加者数400人を目標としていたところ、達成できなかったこと

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年１２月３日（土）　午前１１時～午後３時３０分
　　　キラリ☆ふじみ　メインホール及びマルチホール

　２　対象者・参加人数等
　　　市民を含む354人が来場

　３　周知方法
　　　・広報１０月号に掲載
　　　・令和４年１０月１日に、市ホームページに掲載
　　　・令和４年１０月上旬に本庁舎窓口、市内公共施設にチラシを設置。
　　　 市内小・中・特別支援学校児童・生徒にチラシを配布
　　　・市ツイッター、市掲示板で周知。
　
　４　具体的な内容
　　　・社会福祉法人トット基金の日本ろう者劇団・三宅狂言会による手話狂言の開催（舞台公演と
         ワークショップ）
　　　・市内福祉事業所及び特別支援学校の手作り品（菓子、野菜、花、木工品等）の販売、
　　　  ウエルシア薬局によるからだ測定会
　　　･あいサポート運動及びあいサポート企業団体のポスター展示等による普及啓発
　　　・視覚障がいの人の鑑賞サポート（音訳CD・点字資料の配布、国立能楽堂の触る模型展示、
　　　  施設内エスコート）行う。

　５　成果・効果
　　　・障がいのある人が身近な場所で舞台を鑑賞し、文化芸術に触れることができた。
　　　・手話狂言の公演を通して、手話や聴覚障がいへの理解を深めることができた。
　　　・各種の情報保障を行うことで、聞こえない人と見えない人が、ひとつの事業を一緒に楽しむ
　　　  ことができた。
       ・福祉作業所の手作り品の販売やあいサポート運動の周知を通して、障がいに対する理解を
         促進することができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 アンケートによると、「満足した」「手話に興味を持っ
た」という感想が多数あった。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

障がい福祉課、富士見市社会福祉協議会、富士見市聴覚障害者の会、富士見手話サークル、富士
見市音訳サークルかたりべ、あいサポートメッセンジャー

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：８６４千円

総額：１,０２２千円
　主な費用：事業協力者謝礼

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【障がい福祉課】

事 業 名 「あいサポートフェスティバル」事業

目　　的

市制50周年を祝い、障がい者への事業を推進するために下記を実施する。
（１）障害者文化芸術推進法に基づき、聞こえる人も聞こえない人も楽しめる手話狂言の舞台公演を実
施し、障がい者の文化芸術活動を促進する。
（２）手話言語の普及啓発を進めるとともに、障がい者への理解を促進し、共生社会の実現を目指す。
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◆◆手 話 狂 言◆◆ 

 

 

◆◆あいサポマルシェ◆◆ 

表情豊かな、日本ろう者劇団と三宅狂言会による手話狂言の舞台公演 

ワークショップで観客も手話を体験 視覚障がい者の方に、能楽堂さわる模型の説明 

あいサポート運動、あいサポート企業・団体に

ついてＰＲ 

福祉事業所、富士見特別支援学校など 

市内７団体が手作り品を販売 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　　健康増進センター　　】

事 業 名 「富士見市で結婚５０年を迎えた金婚ご夫婦お祝い式」事業

目　　的
富士見市で結婚５０周年を迎えた方と金婚及び市制施行５０周年を共に祝うことで、市民との一体
感を得ることと、家族の大切さを感じる機会とする。

実施体制
（担当課・市民参画等）

健康増進センター

事業費

令和３年度
総額：５１５千円

総額：１８４千円
　主な費用：結婚５０周年記念品代

令和４年度
総額：２００千円

総額：１０４千円
　主な費用：消耗品費（花束代）

2 対象者数を50組までと想定したが、結果30組となり
若干少なかったため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年１０月２２日（土）午後１時～２時
　　　キラリ☆ふじみ　マルチホール

　２　対象者・参加人数等
　　　対象者：令和４年４月１０日から令和５年４月９日までの間に結婚５０周年を迎える
　　　ご夫婦で、令和３年１２月１日から令和４年１月７日に申し込みのあった３０組
　　　参加人数：２３組４４名（２組が１名で参加）

　３　周知方法
　　　・広報富士見令和３年１２月号掲載、チラシ配布
　

　４　具体的な内容
　　　・令和４年４月１０日市制施行５０周年記念式典に３組招待し、市長から結婚インタ
　　　　ビュー
　　　・広報富士見１１月号にいい夫婦の日特別インタビュー掲載
      ・お祝い式にて賞状と花束、記念品の贈呈、フォトスポットで写真撮影
　
　５　成果・効果
　　　・インタビューを通して富士見市に住んでよかったことや、健康維持や夫婦円満の
　　　　秘訣を伺い、市民に発信することができた。
　　　・お祝い式では、ともに祝い家族の大切さを感じる機会となった。また、これからも
　　　　元気でお過ごしいただきたいというメッセージを届けることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 50周年を共にお祝いし、ご夫婦や家族の大切さを感
じられる機会となったため。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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〇募集チラシ 記念式典（4/10） 

〇スライド 

〇当日の様子 

〇記念品・当日の様子 

〇次第 

お祝い式（10/22） 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【   健康増進センター　】

事 業 名 「健康歯っぴ～ライフ☆シンポジウム」事業

目　　的 市制５０周年を記念して食生活・栄養をテーマに健康づくりについて楽しく学べる講演会を実施する

実施体制
（担当課・市民参画等）

健康増進センター

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：５４２千円

総額：２９１千円
　主な費用：講師謝礼、印刷製本費

2 コロナ禍のため定員を１００名に制限したが、参加者
が定員に達しなかったため。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　令和４年１０月２２日（土）午前１０時～午前１１時
　　キラリ☆ふじみ　　マルチホール

　２　対象者・参加人数等
　　　参加者：７６名

　３　周知方法
　　　広報ふじみ１０月号広報、ホームページ掲載、ポスター掲示、チラシ配布
　

　４　具体的な内容
　　　「健康歯っぴ～ライフ☆シンポジウム」の開催
　　　　タニタ健康セミナー　今日から実践！ヘルシーレシピのコツ
　　　　講師：株式会社タニタヘルスリンク　管理栄養士

　　　ワークショップの代替として、参加者へ「いきいき健康＆歯っぴ～ライフ☆ふじみ」
　　　市民取組アンケートの実施

　５　成果・効果
　　・参加者へのアンケート結果で「とても分かりやすかった」や「気づきができてよかっ
　　　た」などの回答が多く、健康づくりのきっかけや日頃の生活習慣の見直しをする機
　　　会を提供することができた。
　　・健康に関しての著名な企業の講師を招き土曜日に開催したことで、働き盛り世代
　　　や子育て世代などの参加者も見られ、幅広い年齢層に対して学ぶ機会を提供で
　　　きた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
アンケートからも、「わかりやすい」などの回答が多
く、食生活・栄養について、楽しく学べる機会の提供
ができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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〇チラシ 

〇当日の様子 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか 3

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【環境課】　　　　　

事 業 名 「富士見市の美しい自然環境写真コンテスト」事業

目　　的

市制５０周年を記念して後世に残して行きたい富士見市の美しい自然環境を市内外の多くの人へ
発信するため、富士見市内における自然環境に関する写真を募集し、応募のあった中のうち優秀
作品を選び、これらの作品を市内公共施設へ巡回で展示する『富士見市の美しい自然環境写真
コンテスト』を開催する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

環境課

事業費

令和3年度
総額：50千円

総額：50千円
　主な費用：写真募集に係るポスター作成費用

令和4年度
総額：170千円

総額：141千円
　主な費用：①写真応募等に対する謝礼、②写真プリント、③展示用額

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　・ 令和4年4月15日（金）から8月15日（月）まで写真を募集
　　　・ 10月22日（土）開催の富士見ふるさと祭りにおいて、①入選者の表彰、②入選作品10点
　　　　 による写真展を開催
　　　・ 11月1日（火）午後から7日（月）午前中まで、ピアザ☆ふじみにおいて、入選作品10点
　　　　 による写真展を開催
　　　・ 11月8日（火）午後から14日（月）午前中まで、本庁舎2階において、入選作品10点
　　　　 による写真展を開催
　　　・ 11月22日（火）午後から30日（水）午前中まで、南畑公民館（南畑ぎゃらりぃ）において、
　　　　 入選作品10点による写真展を開催
　　　・ 12月1日（木）午後から8日（木）午前中まで、針ケ谷コミュニティセンターにおいて、
　　　　 入選作品10点による写真展を開催
　　　・ 令和5年1月12日（木）午後から25日（水）午前中まで、難波田城資料館において、
　　　　 入選作品10点による写真展を開催
　　　・ 令和5年1月26日（木曜日）午後から2月3日（金曜日）午前中まで、水谷東公民館に
　　　　 おいて、入選作品10点による写真展を開催
　　　・ 2月7日（火曜日）午後から2月16日（木曜日）午前中まで、水谷公民館において、
　　　　 入選作品10点による写真展を開催
　　　・ 3月15日（水曜日）から3月22日（水曜日）午前中まで、鶴瀬西交流センターにおいて、
　　　　 入選作品10点による写真展を開催

　２　対象者・参加人数等
　　　・ 応募人数 ： 26名、応募点数 ： 42点
　　　・ 投票人数 ： 144名
　
　３　周知方法
　　　・ 令和4年4月から市ホームページにて写真を募集
　　　・ 広報富士見4月号に写真の募集記事を掲載
　　　・ 市内12公共施設に写真の募集ポスターを掲示
　　　・ 市内6団体の写真クラブのうち5団体の代表者のご自宅を訪問し、事業の趣旨説明書
　　　　 並びに募集に係るポスターを提示のうえ、クラブ員各位の応募を依頼

　４　具体的な内容
　　　　　後世に残したい富士見市の自然環境の写真を募集し、応募のあった中から優秀作品を
　　　 選定し表彰するとともに、市内公共施設において写真展を開催する。

　５　成果・効果
　　　　　応募のあった作品をホームページ上に公開したことで、富士見市の自然を市内外の
　　　　多くの方々に周知することができた。

事業評価

評価理由

　富士見市の美しい自然環境を市内外に発信する
　ことができた。

　少ない費用で富士見市の美しい自然環境を市内外
　に発信することができた。

課　　題
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　農業振興課　】

事 業 名 「東大久保菜の花フェスタ」事業

目　　的
水稲栽培に菜の花緑肥による環境負荷低減効果と景観形成として、平成２１年度より行なってきた
「東大久保菜の花フェスタ」を市制施行50周年記念事業として、例年より規模を拡大して市民との交
流、地産地消の推進と農業の振興を図る。

実施体制
（担当課・市民参画等）

東大久保菜の花まつり実行委員会（農地の保全、イベント運営等全般）、農業振興課（補助金交付・
周知協力）

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：200千円

総額：200千円
　主な費用：地産地消補助金

3 実行委員会において、地域の農業者や住民が協力し
あい、事業を計画的に実施した。

課　　題
燃油価格や種苗費等の高騰からイベント開催経費が増えている。
地域の農業者の高齢化がすすみ、実行委員会への参加者が減少する恐れがある。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和4年4月9日(土）　「東大久保菜の花フェスタ2022」
　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により
　　　　　　　　　　　　　　　　　フェスタ中止
　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和4年2月15日実行委員会において決定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　菜の花の無料摘み取り実施　3月10日（木）～4月10日（日）

　　　令和5年4月9日（日）　「東大久保菜の花フェスタ2023」
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前9時～午後2時　東大久保地内
　　　　　　　　　　　　　　　　　菜の花の無料摘み取り実施　3月19日(日）～4月9日（日）

　２　対象者・参加人数等
　　　「東大久保菜の花フェスタ2023」…市民を含む約4,000人が来場

　３　周知方法
　　　・広報「富士見」令和4年3月号・令和5年4月号掲載
　　　・チラシを広報発行にあわせて南畑地域や市内公共施設等へ配布
　　　・市ホームページへ掲載
　　　　広報「富士見」令和4年3月号発行にあわせて、令和4年2月から掲載
　　　　広報「富士見」令和5年3月号発行にあわせて、令和5年3月から掲載

　４　具体的な内容
　　　「東大久保菜の花フェスタ2023」
　　　・菜の花の無料摘み取り
　　　・模擬店、農産物等の販売
　　　・農耕機械試乗体験、消防車展示
　　　・ちんどん屋によるパフォーマンス
　　　※熱気球係留フライト体験は強風のため中止
　
　５　成果・効果
　　菜の花無料摘み取りは、市民をはじめ市外からも参加者が多く、環境に配慮した
　　農業や地域の米生産への取り組みに対する理解を深め、農地や景観の保全への
　　関心を高めた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
菜の花を活用した緑肥による米づくりとともに、農地
や景観の保全への関心を高めるとともに、富士見市
の地産地消の推進に寄与した。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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〇チラシ 

〇当日の様子 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　協働推進課・産業経済課　】

事 業 名 「花火大会」事業

目　　的
次の50年の主役となる子どもたちに向けたイベントとなるよう、市内2か所の公園を会場にして、町会長連合会・商工
会・市の３者協働で花火大会を開催することにより、地域から盛り上げていくために開催する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

（事務局）協働推進課・産業経済課、富士見市市制施行５０周年記念花火大会実行委員会（イベント
運営）

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円

令和４年度
総額：１０,０００千円

総額：９,２２１千円
主な費用：富士見市市制施行５０周年記念花火大会実行委員会補助金

2 次の50年の主役となる子どもたちの市への愛着の醸
成につなげることができた。

課　　題 安全性を確保するためには、会場の選択、交通手段の確保、雑踏警備など解決すべき課題が多くある。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和５年２月２５日（土）　午後７時００分～午後７時３０分
　　　富士見市第２運動公園、文化の杜公園

　２　対象者・参加人数等
　　　事前に申込をされた市内小中学生（小学生は保護者同伴）
　　　富士見市第２運動公園１,３７９人、文化の杜公園７５５人

　３　周知方法
　　　・令和４年１２月から市ホームページにてイベント開催関連記事を掲載
　　　・広報富士見１１月号、１月号、２月号でイベント開催関連記事を掲載
　　　・令和５年２月に市Twitter・Facebook・メールマガジン・LINE及びテレ玉デー
　　　　タサービスにてイベントの関連情報を発信
　　　・学校を通じて観覧申込書の配布・取りまとめを実施
　
　４　具体的な内容
　　　・ミュージック花火の実施（２会場同時に１５分間程度、音楽に合わせて、打上げ
　　　　花火、小型煙火、仕掛け花火など合計１,０００発程度の花火を実施）
　　　・会場に来られない市民の方のため、メイン会場である第2運動公園のインター
　　　　ネット中継を実施し、その後、1か月間第2運動公園、文化の杜公園のアーカイ
　　　　ブ放送を実施。ライブ視聴回数４,２０５回。

　５　成果・効果
　　　富士見市町会長連合会・富士見市商工会青年部・富士見市の3者の協働で市内
　　　2か所の公園で同時に花火大会を開催し、次の５０年の主役となる子どもたちに
　　　向けたイベントとして実施でき、地域から盛り上げることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2
安全性の確保のため、当初の日程・会場を変更した
が、多くの小中学生に来場いただき、花火大会を通し
て地域から盛り上げることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2 指定管理者の自主事業のため、費用対効果は示す
ことができないため。

課　　題
・指定管理者の自主事業による大会開催であったため、開催時期が遅れてしまったこと。
・大会参加費が高額であるとの意見が複数あったこと。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和５年１０月２９日（日）　午前９時００分から正午（受付：８時３０分から）
　　　びん沼自然公園　パークゴルフ場

　２　対象者・参加人数等
　　　市内在住、在勤、在学で小学４年生以上
　　　参加者７１名

　３　周知方法
　　　・広報富士見１０月号へイベント開催記事を掲載
　　　・市ホームページ、Twitter、公式LINEにて参加者募集を１回発信
　　　・イベントポスター及びチラシを市内２０公共施設に掲示、配架
　　　・びん沼自然公園ホームページ、Instagramにて参加者募集を配信
　　　・公園管理棟
　　　・公民館等で行われている、高齢者学級へ出向き、声かけ
　
　４　具体的な内容
　　　・参加者を４人１組のグループに分け、１８ホール（ふわっぴー・けやきコース）をプ
　　　　レイ
　　　・ストロークプレイにて、部門別（男性・女性・小中学生の３部）に成績上位者を表彰

　５　成果・効果
　　　・パークゴルフ経験者及び初めて体験する方に、パークゴルフの楽しさを知ってい
　　　　ただくとともに、リニューアルしたびん沼自然公園のＰＲができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2
同日に、近隣地域において類似のスポーツイベント
が開催されており、想定していた参加人数（定員１００
名）に達しなかったため。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

びん沼自然公園　指定管理者（びん沼アクティブネイチャーパークＪＶ）

事業費

令和４年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和５年度
総額：０千円

総額：０千円（指定管理者自主事業）
　主な費用：

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【都市計画課】

事 業 名 「びん沼自然公園リニューアル記念パークゴルフ大会」事業

目　　的 市制施行５０周年を記念するとともに新たにオープンしたパークゴルフをＰＲするため開催
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〇チラシ 

〇競技中の様子 〇４人１組でコースを回りました 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2
公園管理施設の備品を最大限に活用し、また、指定
管理者と連携して準備に取り組んだことで、概ね予
定どおりの成果・効果が得られた。

課　　題

（１）確認不足による当日のイレギュラー
　各方面と詳細な内容を確認するための時間が十分に確保できなかったことから、イベント中のセットにおいて予定
通りでない部分があった。
（２）ポスターの問い合わせ先
　令和５年度以降、当公園の所管課が都市計画課に変更となることを見据え、ポスター作成時点では「記載する電話
番号は代表番号とし、令和５年度以降は交換にて都市計画課へ転送することで対応する。」と整理したものの、市民
感情等を改めて考慮した結果、「まちづくり推進課」の記載を「都市計画課」に訂正（ラベルシール貼付）することとなっ
た。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和５年４月１日（土）１０：００～１４：３０
　　　びん沼自然公園（富士見市大字東大久保３６６４番１外）

　２　対象者・参加人数等
　　　来賓・招待者は１２１名中９４名出席（出席内訳：来賓９名、招待者８５名）
　　　その他市内外を問わず多くの一般客が来場

　３　周知方法
　　　・令和５年２月１６日から市ホームページに特設ページを公開
　　　・市の各種ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ）にて情報を発信
　　　・市広報令和５年３月号にてリニューアルオープンイベント開催記事を掲載
　　　・ポスター及びチラシを市内各所に掲示、配布
       （市内３駅、ららぽーと富士見、市内金融機関、郵便局、出先機関、図書館、
　　    公民館、小中特別支援学校、保育園、幼稚園、埼玉県関係課、市役所庁舎内、
        市内掲示板）
　　　・デジタルサイネージ（市役所１Ｆ、鶴瀬駅前）にポスター画像を表示

　４　具体的な内容
　　＜当日プログラム＞
　　　１０：００～１１：１５　開園記念式典、
　　　　　　　　　　　　　　　テープカット＆富士見ファンファーレ、パークゴルフ始球式
　　　１１：３０～１３：００　市ＰＲ大使イベント（トークライブ、園内巡り）
　　　１３：３０～１４：３０　ミニライブイベント（市民吹奏楽団、富士見高校合唱部）

　５　成果・効果
　　　当日は多くの来場者が訪れ大いに賑わっていたことから、
　　　リニューアルした公園を存分にＰＲすることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2

公園整備の工期延長に伴い、当初予定していた時期
（令和４年度）に実施することはできなかったが、当日
は大変多くの方々にご来場いただき盛会のうちに終
了することができ、翌日以降も多くの利用客で賑わっ
ている様子から、開園式そのものの目標については
概ね達成することができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

担当：都市整備部まちづくり推進課、政策財務部シティープロモーション課
応援：総務部秘書広報課、協働推進部ふじみ野交流センター、経済環境部農業振興課、都市整備
部都市計画課、都市整備部鶴瀬駅周辺地区整備事務所、建設部道路治水課

事業費

令和４年度
総額：１,９６４千円

総額：１,６４１千円
　主な費用：会場設営・式典補助委託

令和５年度
総額：８４２千円

総額：８１２千円
　主な費用：事業協力者謝礼、会場撤去等業務委託

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　まちづくり推進課、シティプロモーション課　】

事 業 名 「びん沼自然公園開園式」事業

目　　的
　新たな「地域の魅力向上・活性化」の拠点となるびん沼自然公園のリニューアルオープンを、市制
施行50周年と併せて盛大に祝うため実施するもの。
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〇チラシ 

〇式典 〇ＰＲ大使イベント 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2
市内に設置されている同種のプレートと遜色ない品
質のものが設置され、無事記念植樹を行うことがで
き、予定どおりの成果・効果が得られた。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和５年３月２９日（水）１１：００～１１：１５
　　　びん沼自然公園（富士見市大字東大久保３６６４番１外）

　２　対象者・参加人数等
　　　市長、副市長、教育長による植樹式を実施
　　　※当日は内覧会を実施していたため、見学する一般客あり

　３　周知方法
　　　・市ホームページにて実施したことを写真とともにお知らせ

　４　具体的な内容
　　　・植樹の作業の写真撮影　（市長）
　　　・記念写真撮影　（市長、副市長、教育長）

　５　成果・効果
　　　市民から募集したアイデアを基に事業化したことで、市民目線の市制施行５０周年
　　を記念するもののひとつを形にすることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2
工期延期に伴い、開園式とは別に実施することに
なったものの、記念植樹そのものの目標は概ね達成
できた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

担当：都市整備部まちづくり推進課

事業費

令和４年度

総額：８９千円

総額：８８千円
　主な費用：植樹プレート設置業務委託料

令和５年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　まちづくり推進課　】

事 業 名 「市の木　けやき植樹」事業

目　　的
　市制施行５０周年を記念し、「市の木　けやき」を、人が集いにぎわう新たな活動拠点「びん沼自然
公園」にシンボルツリーとして植樹するもの。
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【水道課】

事 業 名 「鶴瀬西配水場見学」事業

目　　的
市制５０周年を記念して公共施設として特徴ある建物から富士見市の眺望を堪能するとともに、水
道事業への関心を持ってもらうため、見学会を開催する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

水道課単独事業

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：２３千円（水道企業会計）
　主な費用：非常用飲料水袋（防災用備蓄袋）50周年記念用

令和４年度
総額：１２９千円（水道企業会計）

総額：７１千円（水道企業会計）
　主な費用：委託料（保菌検査）、保険料、通信運搬費

2
見学用施設ではないため、見学会を常時開催するの
は困難である。また、開催する際は、保菌検査が必
要となる。

課　　題

天候に左右される事業である。
予想をはるかに上回る応募があり抽選を行い、当選者には水道施設のため保菌検査の提出をお願いしましたが、保
菌検査を提出しない方、また都合等により参加できない方がおり、予定人数（当選者人数）を下回ることとなった。
なお、見学施設ではないため見学会を常時開催することは困難と考える。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　　令和4年10月29日（土）第1部　9：30～11：15、第2部　13：30～15：30
　　　　鶴瀬西配水場

　２　対象者・参加人数等
　　　　対象者：市内在住・在勤・在学を対象。
                        　 午前      午後     合計
　　　　　応募人数　　 230人　  119人　　349人
　　　　　当選人数　　  28人　 　 26人      54人
　　　　　参加人数　 　 17人　    20人　 　 37人

　３　周知方法
　　　　ホームページに開催記事掲載（6月28日）
　　　　広報富士見　8月号に募集記事掲載
　　　　ポスター、応募用紙を13公共施設に掲示
　　　　市Twitterに1回発信（8月1日）

　４　具体的な内容
　　　　鶴瀬西配水場及び市の水道施設の概要説明
　　　　抽選会（50周年記念ミニボトル　各回 5個）
　　　　展望エリアより眺望を堪能
　　　　給水車体験
　　　　ふわっぴーと写真撮影
　
　５　成果・効果
　　　　普段開放していない施設に入ることができたため、アンケートを記入した全ての
　　　方より「楽しかった」と回答をいただきました。
　　　　数名の方は、鶴瀬西配水場を水道施設であることを知らなかったが、今見学会
　　　を通し水道事業への関心を持つ様になった等成果を得られたと考えている。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3 多くの参加者が満足した

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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秋晴れの 10月29日（土曜日）、特徴的な建物である鶴瀬西配水場の見学会を実施しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

   

        告知ポスター 

                          

       星野市長の挨拶                         らせん階段 

 

     

      地上３８メートルからの眺望                  給水車体験 

 

 

 

当日の配布資料 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【生涯学習課】

事 業 名 「図書館まつり」事業

目　　的 幅広い世代に対して図書館に親しんでもらうと共に市制施行50周年をPRする。

実施体制
（担当課・市民参画等）

中央図書館・生涯学習課共催

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度

総額：175千円

総額：144千円
　主な費用：講師謝礼負担金、タイムカプセル文字貼付費、タイムカプセルガス注入
費

3 予算内で講師をお呼びすることができ、参加した親
子にとても好評だった。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
      令和４年１１月１３日（日）　午前９時００分～午後４時３０分
　　　中央図書館及び文化の杜公園

　２　対象者・参加人数等
     　市民を含む約1,900人が来場

　３　周知方法
　　　図書館ホームページ、ポスター、チラシ、広報「富士見」、市公式LINE
　
　４　具体的な内容
　　　子ども読書コンクール表彰式、ビデオで振り返る富士見の５０年上映、
　　　おそとでおはなしかい、としょかんツアー、チェロとピアノのコンサート、
　　　ほうき作り・凧作りの実演、渋谷定輔資料展示などの各種イベントのほか、
　　　50周年記念として以下の事業を実施した。
      ・タイムカプセル開封式・封入式
　　　　　開封式では、平成6年の中央図書館開館時に設置されたタイムカプセルを開
　　　　　封し、教育長、議長、市民代表の方に当時の手紙を読んでいただいた。
　　　　　封入式では、「2042年へのメッセージ」として市民から募集した手紙約220通を
　　　　　タイムカプセルに封入した。
　　　・絵本作家とよたかずひこさん　親子講演会
　　　　　「ももんちゃん あそぼう」シリーズで著名な絵本作家 とよたかずひこさんによる
　　　　　親子講演会。絵本や紙芝居の読み聞かせを中心に、作品の制作秘話などの
　　　　　貴重なお話があった。

　５　成果・効果
　　　タイムカプセル事業は、市制施行50周年をPRするとともに、封入するメッセージを
　　　広く市民から募集することで、普段図書館を利用しない方にも図書館を訪れて
　　　もらうきっかけを作ることができた。
　　　親子講演会は、作者自らの楽しい読み聞かせや、絵本に関する貴重なお話しを
　　　通じて、親子で本に親しむことの楽しさや大切さを伝えることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
３年ぶりの図書館まつりで図書館に足が遠のいてい
た人達、初めて来館する人達に図書館の認識を深め
てもらえた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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絵本作家とよたかずひこさん親子講演会 

タイムカプセル開封式 

子ども読書コンクール表彰式 おそとでおはなしかい 

タイムカプセル封入式 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

　１　日時・場所
　　　特別記念講演：令和４年８月６日（土）午後１時～（開場：午後０時３０分）
　　　　　　　　　　　　　キラリ☆ふじみメインホール
　　　開会☆子ども市議会：令和４年８月１０日（水）午前９時～正午
　　　　　　　　　　　　　　　　　富士見市役所
　　　　　　　　　　　　　　　　　※全７日間の日程の内、５日目の講義として実施

　２　対象者・参加人数等
　　　特別記念講演：市内在住、在勤、在学の方、１７３人
　　　開会☆子ども市議会：第１０期子ども大学☆ふじみ受講者４０人の内の３２人
　　　　※第１０期子ども大学☆ふじみは市内在住、在学の小学校４～６年生対象

　３　周知方法
　　　特別記念講演：広報「富士見」、ホームページ、チラシ、ツイッター、スマイルナビ
　　　開会☆子ども市議会：広報「富士見」、ホームページ、チラシ
　
　４　具体的な内容
　　　特別記念講演
　　　：ディズニーを通したキャリアデザインと、夢をかなえることをテーマとした
　　　　体験型の講演会。「学び」の先にある将来について考え、夢をかなえるために
　　　　実践するべきことはなにかを学ぶ。
　　　開会☆子ども市議会
　　　：市長・議長による講義、市長室・議長室見学、市議会体験を通して市役所と
　　　　市議会のしくみを学ぶ。

　５　成果・効果
　　　　特別記念講演では、子ども達になぜ「学び」が必要なのか意識してもらうこと、
　　　また、「学び」の先にある将来を考えるきっかけをつくることができた。また、保護
　　　者の方にも参加いただくことで、講演の内容を家庭で共有し話し合う機会を提供
　　　するとともに、大人に対しても生涯に渡って主体的に学ぶ姿勢の重要性を伝える
　　　ことができたため、自由な学びによる生きがいづくりの推進が期待される。
　　　　開会☆子ども市議会では、普段学校では学べないことを学び、体験することで、
　　　子ども達の知的好奇心を育み、学ぶ楽しさを感じてもらった。また、学びを深める
　　　ことの充実感を知ってもらうことで、学校教育の中だけではなく、生涯に渡って主
　　　体的に学ぶ素地を養うことができ、自由な学びによる生きがいづくりの推進が期
　　　待できる。

総額：０千円
　主な費用：

実施内容
（実績）

事業実施課【生涯学習課】

目　　的

市制施行５０周年と同時に第１０期を迎えるため、冠事業とすることで事業を広くＰＲすることに加
え、次の３つを目的として特別講義を実施する。
○子ども達が将来について考えるきっかけづくりの講座として
○郷土愛を育む講座として
○家族のきずなを深める講座として
また通常講義の一つとして、市民提案アイデアの「一日市長体験・子ども市議会」を受け、「開会☆
子ども市議会～市役所と市議会のしくみを学ぼう！～」を実施する。

「子ども大学☆ふじみ第１０期記念」事業

子ども大学ふじみ実行委員会（企画・運営）、生涯学習課（事務局）

令和３年度

令和４年度

総額：９２０千円
※子ども大学ふじみ開催事業補助金９２０千円の内５８０千円、残り３４０千円は通常講義予算
※開会☆子ども市議会は通常講義予算３４０千円より支出

総額：８１０千円
　主な費用：子ども大学ふじみ開催事業補助金（講師謝礼、会場使用料）

事 業 名

実施体制
（担当課・市民参画等）

事業費

総額：０千円

課　　題
特別記念講演:子ども大学☆ふじみ、子どもスポーツ大学☆ふじみ、子ども文化芸術大学☆ふじみの参加希望者の
内、当初は89人が特別講演にも参加を希望していたが、実際に申し込みがあったのは21人と非常に少なかった。通
知のタイミング等に工夫が必要。

目的達成度

費用対効果

当初の予定どおり事業の目
的を達成できたか

事業費に見合う成果
・効果は得られたか

評価理由

事業評価
3

2

各講義とも、目的に適う講義内容を講師に展開して
いただくことができ、参加者の高い関心を得た。

特別記念講演については、コロナ禍の中、多くの市
民の方に参加いただけた。子ども市議会は、32人中
27人が「楽しかった」とアンケート回答しており、高い
満足度を得た。
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特別記念講演「夢をかなえる３つの魔法～未来のためのキャリアデザイン～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「開会☆子ども市議会～市役所と市議会のしくみを学ぼう！～」 

 

 

ポスター 第１部「６つの仕事体験」 

第２部「未来のためにできること」 

大畠 崇央 先生 

夢をかなえる３つの魔法 大畠先生へ質問 

講義「市長のおしごと」 講義「市議会議員のおしごと」 市長室見学 

議長室見学 子ども市議会の開会 子ども部長による答弁 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2 当初想定していた予算よりも、低い価格で実施するこ
とができた。

課　　題
・作品展で終わらせるのではなく、冊子等を作成して、各学校や参加者に配布することができれば良かった。
・学校ごとに取組状況が異なったため、作品募集の段階で周知を広く図れると良かった。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年１０月１５日(土)～１７日(月)　　キラリ☆ふじみ　展示・会議室

　２　対象者・参加人数等
　　　富士見市立小・中・特別支援学校に在籍する児童生徒
　　　・応募数：１,２２６作品
　　　・出品数：７４作品
　　　　　　　　　(各学校の校内選考を経て絵画５０点、立体作品２４点を出品)
　　　・作品展観覧者：２５２名

　３　周知方法
　　　作品募集：各学校へ作品募集の通知
　　　作品展案内：各学校へのポスター配布　及び　広報「ふじみ」への掲載
　
　４　具体的な内容
　　　・テーマは「私たちの未来（５０年後の富士見市）」とし、夏休み中の課題、授業の
        一環として市内小・中・特別支援学校へ５０年後の未来を想像した作品（絵画・
　　　　立体作品）を募集。
　　　・校内選考を経て、各学校から絵画・立体作品を各学年１点ずつ代表出品。
　　　・児童生徒の作品を展示。

　５　成果・効果
　　　・５０年後の富士見市への期待や思いを表現した作品が多数応募された。
　　　・児童生徒にとって郷土への興味関心が高まるとともに、観覧者の方たちも児童
　　　　生徒が作った作品を観覧し、５０年後の富士見市に思いを馳せることができた。
　　　・５０周年記念式典で使用する予定だった富士見市のマスコットキャラクター
　　　　グッズを、各賞で活用することができた。（ステンレスボトル・エコバック）

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 概ね達成することができたが、作品展の周知方法や
審査方法については、今後検討が必要である。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

学校教育課　教育相談室　市内小・中・特別支援学校

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：626千円

総額：215千円
　主な費用：会場使用料、参加賞、賞品

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【学校教育課】

事 業 名 「私たちの未来、５０年後の富士見市　作品展」事業

目　　的
市制施行５０周年を記念し、富士見市在住の児童生徒が、今後５０年でどのような市になるか想像
し、未来の富士見市を描いた絵や作った立体作品を募集、展示することで、富士見市の未来に対す
る関心を高めることを目的とする。
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「私たちの未来、５０年後の富士見市作品展」 
令和４年１０月１５日（土）～１７日（月） 

キラリ☆ふじみ展示・会議室 

 

市制施行５０周年を記念して、市内児童生徒が夏休み中に絵画や立体作品で、５０年後

の富士見市を表現した作品を展示しました。 

 

 

展示・会議室 

市長賞作品 

教育長賞作品 

99



 

予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【学校教育課】

事 業 名 「うたごえフェスタ」事業

目　　的
（１）各学校における合唱活動の交流を通して、富士見市の音楽教育の質の向上を目指す。
（２）合唱活動を通して芸術に親しみ、豊かな感性をもつ児童・生徒を育成する。
（３）市制施行５０周年の機運醸成

実施体制
（担当課・市民参画等）

うたごえフェスタ実行委員会

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：２００千円

総額：２００千円
　主な費用：文化芸術事業補助金

2
予算を活用し、キラリ☆富士見メインホールで開催し
たことにより、市制施行５０周年の機運醸成するととも
に、富士見市の音楽教育の質の向上に寄与した。

課　　題
①働き方改革と教職員の理解の両立
②会場であるキラリ☆ふじみの確保

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　    日時：令和４年１２月４日（日）
      会場：キラリ☆ふじみ（メインホール）

　２　対象者・参加人数等
      ・市内小・中学校の合唱部児童生徒および保護者600名

　３　周知方法
      ・出演者を通じた保護者案内

　４　具体的な内容
      ・合唱発表
　     合同合唱では、富士見市市制50周年を記念して作られた「富士見市50周年
       バースデーソング」を披露した。

　５　成果・効果
      ・音楽活動の推進と相互交流という目的を果たすことができたと考えている。
　　　 また、市制施行５０周年バースデーソングを歌うことで、特色を出すことができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2

新型コロナウイルス感染症対応のため、合同合唱へ
の参加等、一部人数制限等を設けたが、合唱活動を
通して芸術に親しみ、豊かな感性をもつ児童・生徒を
育成という目的は果たせた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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 うたごえフェスタ 
令和 4年 12月 4日（日） 

キラリ☆ふじみメインホール 

 

小学校 4校と中学校 1校が参加しました。 

合同合唱では、50周年プロモーション動画で歌われた、「50周年を祝う歌」

を合唱しました。 
 

合同合唱「50周年を祝う歌」 

プログラム 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【学校教育課】

事 業 名 「青少年の主張大会～50年後の未来を語ろう！～」事業

目　　的
市制５０周年を記念して、青少年の社会参加と意識啓発及び市民の青少年に対する理解を深める
ことを目的に主張大会を開催する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

青少年育成市民会議、生涯学習課、学校教育課

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度

総額：451千円（内227千円は生涯学習課から青少年育成市民会議への補助金から
支出）

総額：328千円（内161千円は生涯学習課から青少年育成市民会議への補助金から支出）
　主な費用：印刷製本費（リーフレット代、作文集代）、参加者記念品等

3

主張した児童生徒一人ひとりが社会への参画意識を
高めることができたとともに、市民への青少年への理
解も深めることができ、成果・効果を十分に感じること
ができた。

課　　題
①開催時期の検討
②発表形態（発表者人数、発表時間等）

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　日時：令和４年１１月２６日（土）午後１時～午後３時３０分
　　　場所：鶴瀬コミュニティセンターホール

　
　２　対象者・参加人数等
　　　対象者：市内小学校・中学校・富士見特別支援学校・県立富士見高等学校の
      児童生徒から学　校代表１名。（小学生１１名、中学生６名、富士見特別支援
　　　学校１名、県立富士見高等学校１名の合計１９名）
　　　参加人数：発表者１９名、他９０名（市長、教育長、青少年育成市民会議、
      発表者の保護者、市内小・中・富士見特別支援、県立富士見高等学校校長、
　　　教諭、一般市民）
　

　３　周知方法
　　　・市内市内小学校・中学校・富士見特別支援学校・県立富士見高等学校への
       開催案内、学校へのポスター掲示、富士見市役所HPに掲載した。

　
　４　具体的な内容
　　　・「５０年後の富士見市～こんな富士見市になったらいいな～」をテーマに富士
 　　  見市への思いを作文にして発表を行った。
　

　５　成果・効果
　　　小・中学校、富士見特別支援学校、県立富士見高等学校の児童生徒が、
      「５０年後の富士見市～こんな富士見市になったらいいな～」について主張
　　　することで、富士見市の街に対する郷土愛を共有することができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
鶴瀬コミュニティーセンターホールを利用し、児童生
徒一人ひとりが堂々と主張をすることができ、社会参
加と意識啓発の目的を果たすことができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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〇パンフレット 

〇発表者 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

2
予算を活用し、キラリ☆富士見メインホールで開催し
たことにより、市制施行５０周年の機運醸成するととも
に、富士見市の音楽教育の質の向上に寄与した。

課　　題
①働き方改革と教職員の理解の両立。
②会場、キラリ☆ふじみの確保。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　・令和５年３月２６日（日）
　　　・会場：キラリ☆ふじみ

　２　対象者・参加人数等
　　　・市内中学校吹奏楽部生徒および保護者　参加人数：６００人

　３　周知方法
　　　・出演者を通じた保護者案内
　
　４　具体的な内容
　　　・合唱発表
　　 　合同合奏では、作曲者の指揮のもと、富士見市市制50周年を記念して
　　　 作られた「『式典序曲ふじみ』」の初演を行った。

　５　成果・効果
　　　・市内中学校６校の参加により、文化創造活動の推進と交流という目的を
　　　 果たすことができたと考えている。また、地元にゆかりの指揮者等の協力
　　　 を得て、式典序曲を初演することで、特色を出すことができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 市内全ての中学校が参加したことにより、相互の文
化交流という目的は果たせた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか

実施体制
（担当課・市民参画等）

吹奏楽フェス実行委員会

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：５００千円

総額：５００千円
　主な費用：文化芸術事業補助金

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【学校教育課】

事 業 名 「学校吹奏楽祭」事業

目　　的
市制５０周年を記念して、市内中学校にある吹奏楽部による文化創造活動の推進や相互の文化交
流の場を確保するために学校吹奏楽祭を開催する。
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 吹奏楽フェスタ 
令和５年３月２６日（日） 

キラリ☆ふじみメインホール 

 

中学校 6校の吹奏楽部が参加しました。 

合同合奏では、作曲家、鈴木英史先生が市制施行 50周年吹奏楽フェスタのた

めに作曲した「式典序曲『ふじみ』」を先生自身の指揮により演奏。 

 

合同合奏「式典序曲『ふじみ』」 

プログラム 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　鶴瀬公民館　】

事 業 名 「子どもフェスティバル」事業

目　　的
「ふるさと富士見」と呼べる文化を伝える場として富士見市子どもフェスティバルを開催し、将来を担
う子どもたちの健全な育成を推進するとともに、市制５０周年を祝う。

実施体制
（担当課・市民参画等）

鶴瀬公民館（事務局）、富士見市子どもフェスティバル実行委員会（イベント運営）
子どもステージ、アトラクション参加団体は公募で実行委員会に参画しているほか、ポスター原画、
テーマは公募している。タイムカプセル「２０年後の手紙」には市内小学校の全児童が参加した。

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円

令和４年度
総額：2,567千円

総額：927千円
　主な費用：委託料、消耗品費、印刷製本費、役務費

2 縮小開催に対応した執行とし、過不足なく実施でき
た。参加者の満足度は高かった。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年６月２６日（日）　午前１０時００分～午後３時００分
　　　市民総合体育館

　２　対象者・参加人数等
　　　市民（子ども、付き添い）　９３８人

　３　周知方法
　　　・広報富士見４月号へイベント名と開催時期遅延告知記事を掲載
　　　・広報富士見６月号へイベント開催記事を掲載
　　　・令和４年４月から市ホームページに上記情報を掲載
　　　・イベントポスター１００枚を市内1０公共施設などに掲示
　
　４　具体的な内容
　　　・子どもステージ…公募団体による太鼓演舞、ダンス発表
　　　・アトラクション　…ラグビーゲーム、子ども将棋、昔あそび（お手玉、工作など）、
　　　　　　　　　　　　　　　まがたまペンダント作り
　　　・ポスター原画展
　　　・タイムカプセル「20年後の手紙」セレモニー（市制50周年記念企画）　９１９通回収
　　　・「10年前の手紙」返却（市制40周年記念企画で集めた手紙）　１０通手渡し返却
　　　・10年前のビデオレター上映

　５　成果・効果
　　　子どもフェスティバルは、令和２・３年度の２年間、新型コロナウイルス感染症の
　　影響により中止となっていたが、今回は市制施行５０周年記念事業として３年ぶり
　　に開催することができ、子どもたちの健全な育成及び成長への一助となった。
　　　長引くコロナ禍の中、「子どもたちに“発表の場”を与えたい」という実行委員会の
　　強い思いから、安全に開催するため事前予約制での縮小開催ではあったが、参加
　　した子どもたちは久しぶりの晴れ舞台で笑顔を見せていた。
　　　ステージやアトラクションは、子どもたちの想い出づくりとなったほか、５０周年記念
　　事業であるタイムカプセルのセレモニーなど、未来をつなぐ取り組みができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2
縮小開催・事前予約制だったが、出演を希望する団
体、入場を希望する市民（子ども・付き添い）の方は
全員受け入れることができ、実施を喜んでいた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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開会式でポスター原画作者たちに表彰 

子どもステージでのダンス発表 

ふわっぴーと記念撮影 

アトラクションの子ども将棋 

アトラクションのラグビーゲーム 

アトラクションの昔あそび 

図書館まつり（11月 13日）で「20

年後の手紙」をタイムカプセルに

封入した。 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　南畑公民館　】

事 業 名 「第２０回なんばた青空市場」事業

目　　的
生産者と消費者が直接交流する場を設けることによって、生産者の顔が見える地元生産物をPRし、
コミュニケーションを図るとともに、市制５０周年を祝う。

実施体制
（担当課・市民参画等）

主催　　なんばた青空市場実行委員会/南畑公民館

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：175千円

総額：156千円
　主な費用：事業協力者謝礼、仮設トイレリース料

3 ・子ども連れの家族が多く、買い物やアトラクションな
ど、三世代で楽しめる内容になった

課　　題
・若年代の出店者が加わってはいるものの、実行委員の高齢化が進んでいる。
・放送設備の改善策が必要
・予想よりも来場者が多く、飲食店の完売が相次いだ。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　日時：令和４年１１月３日（木・祝）　午前１０時から午後２時
　　　会場：南畑幼稚園及び幼稚園周辺の田んぼ

　２　対象者・参加人数等
　　　来場者数：約3,000人

　３　周知方法
　　　チラシ・ポスター、ホームページ、SNS
　

　４　具体的な内容
　　　　模擬店、フリーマーケット、かかしコンテスト10/26～11/3、トラクター試乗体験、
　　　さんだら飛ばし、やきいも、やさいの重さ当てクイズ、米のつかみとり、アートバ
　　　ルーン、子どもコーナー、ポニーの乗馬体験

　５　成果・効果
　　　・かかしコンテストは２２作品出展（審査員・一般web投票あり）
　　　・天候に恵まれ、例年よりも多くの人手で賑わった
　　　・飲食店の売り切れが早かった
　　　・子ども連れの家族が多く、三世代で楽しんでくれた

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 ・地元農生産物のPRの場になった

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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〇チラシ 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【水谷東公民館】

事 業 名 「第３０回やなせ川いかだラリー」事業

目　　的
市制５０周年を記念して、身近な地域を流れる柳瀬川に親しみながら自然と環境を考える機会にす
るとともに、参加者相互の親睦と交流を図るため、いかだラリーを開催する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

主催　やなせ川いかだラリー実行委員会・水谷東公民館

事業費

令和３年度
総額：０千円

総額：０千円
　主な費用：

令和４年度
総額：１７1千円

総額：１５２千円
　主な費用：事業協力謝礼、記念クリアファイル作製費、賞品代

2
５０周年記念として作成したいかだラリーオリジナル
クリアファイルを関係者に配布し機運醸成を図ること
ができた。

課　　題
　いかだ作成場所や保管場所、搬入出時の車両用意の必要があるため、出艇可能なチームが限られてしまうことか
ら、参加艇を広げるための工夫が必要。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年７月２４日（日）８：３０～１２：００
　　　柳瀬川志木大橋下から富士見橋付近

　２　対象者・参加人数等
　　　参加チーム７艇（乗船者23人）

　３　周知方法
　　　広報ふじみ6月号掲載
　　　水谷東地区４町会及び市内公共施設にポスター貼付、チラシ配布依頼
　　　近隣商業施設（ビバホーム）にポスター掲示
　　　水谷東公民館ギャラリーにて思い出写真展掲示（6～8月）
　　　ホームページにて周知
　　　動画「いかだを作ろう」「いかだラリー思い出写真展」配信
　　　記者クラブへ記事提供
　　　J:COMへ取材依頼(当日取材あり）

　４　具体的な内容
　　　平成５年に第１回目を開催。今年は「第30回やなせ川いかだラリー」を３年ぶりに
      開催。参加チームが持ち込む手作りのいかだで柳瀬川を下り、操作性、話題性、
      いかだの出来栄え、衣装、演技などを競う。いかだ下り終了後、参加者全員で
      河川のごみ拾いを実施。

　５　成果・効果
　　　前回から２年間のブランクがあったため参加チーム数に懸念があったが、７艇の
      参加を得て前回(８艇)並みとなった（内市職員２チーム）。　入賞は水谷東地域の
      チームが大勢を占め、地域活性化の一助につながるとともに初参加や若い世代
　　　の参加もあり、市制施行50周年記念事業に相応しいにぎわいのある事業開催
　　　となった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 2 いかだ下りを通して柳瀬川への親しみや自然環境の
保護と参加者同士の交流を図ることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　水子貝塚資料館　】

事 業 名 「ビジュアル版　富士見のあゆみ発行」事業

目　　的
市制施行５０周年を記念し、最新情報を盛り込んだ、富士見市の歴史をわかりやすく学べる図書を
発行する。

実施体制
（担当課・市民参画等）

実施主体　水子貝塚資料館、難波田城資料館

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：2,868千円

総額：2,010千円
　主な費用：印刷製本費、通信運搬費、監修謝礼

3
原稿執筆、イラスト作成など、職員が行ったことによ
り、印刷製本費のコストを大幅に下げることができ
た。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　タイトル
　　　「新版　富士見のあゆみ」

　２　仕様
　　　A５判　フルカラー　約260ページ
　
　３　印刷部数
　　　1,000部
　　　市内公共施設、学校、県内図書館、博物館等無償頒布部数　500部
　　　有償頒布部数　500部（令和5年4月11日から1部1,000円で販売開始）

　４　具体的な内容
　　　富士見市の歴史の主要な部分をピックアップし、平易な文章と写真、イラスト、
   表などによる一目でわかる内容

　５　成果・効果
　　　市民が自分たちの暮らす街について知り、親しみと愛着を抱き、長く住み続けたい
    という気持ちを育むとともに、学校教育やシティプロモーションでの活用もできる。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
内容の精査に時間を要したため、当初予定より発行
が遅れたが、当初目的に沿った内容のものを刊行す
ることができた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　水子貝塚資料館　　　　　　　】

事 業 名 「水子貝塚星空シアター」事業

目　　的
水子貝塚公園で野外映画鑑賞会、ステージ発表、縄文体験コーナー等を開催し、市制施行５０周年
を市民とともに祝い、市内外にPRする。

実施体制
（担当課・市民参画等）

実施主体　水子貝塚星空シアター実行委員会、水子貝塚資料館

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：1,398千円

総額：1,223千円
　主な費用：水子貝塚星空シアター開催補助金

3 規模を縮小し制限のある中での開催となったが、予
期した以上の人数の参加があった。

課　　題 映画鑑賞の事前申込みの方法を工夫する必要がある。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　　令和４年９月３日（土）　午後３時００分～午後８時００分
　　　水子貝塚公園

　２　対象者・参加人数等
　　　市民を含む約１,２００人が来場

　３　周知方法
　　　・広報富士見８月号にて映画鑑賞申込についてのお知らせを掲載
　　　・広報富士見９月号にてイベント開催記事を掲載
　　　・市Facebook・Twitter・LINEにて映画鑑賞申込、イベント内容について掲載
　　　・ポスター１３枚を近辺の市掲示板に掲示。館内にチラシを配架
　　　・市ホームページにて内容を随時掲載

　４　具体的な内容
　　　・水子貝塚公園を活用した野外映画鑑賞会を開催
　　　・縄文体験コーナー（まが玉づくり、火おこし・やりなげ体験、竹とんぼづくり）を実施
　　　・特設ステージで地域で活動する団体の演奏やダンス等を披露

　５　成果・効果
　　　地域や市の祭りとして定着していたが３年ぶりの開催となり、感染症拡大予防対策
　　　のため、おみこしなどの子ども行事の中止、模擬店での食料の販売中止、映画鑑
　　　賞の事前申込み制などの対策をとり、規模を縮小しての開催となったが、太鼓や
　　　地元出身歌手のステージやダンスグループなどのステージ発表、縄文体験として
　　　まが玉づくりや火おこし・やり投げ体験など復活開催として行うことができた。
　　　当日は多くの来園者があり、「久しぶりの開催でうれしい」、「ぜひ来年もまた開催
　　　してほしい」等の声が寄せられた。
　　　また、ららぽーと富士見と連携して、ららぽーと富士見を第２会場として映画を同日
　　　同時刻に上映した他、映画上映前には両会場で市制施行50周年のPR動画を上
　　　映して、市内外にPRもできた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3

３年ぶりで感染症対策のため規模と人数を制限して
例年とは違った形での開催になったが、映画鑑賞に
は募集定員を上回る応募があり、その他の催しもの
でも予想より多くの人数が参加していた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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水子貝塚星空シアター 

 

令和４年９月３日（土曜日）午後３時から午後８時まで、水子貝塚星空シアターが開催さ

れました。当日は映画鑑賞に４７０名の他、ステージや縄文体験コーナーなど、全体で１,

２００名ほどの来場者がありました。 

 

 

セレモニーと来賓（市長）挨拶オープニングセレモニー富士見太鼓 

座席風景 上映風景 

火起こし体験
模擬店（射的） 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　難波田城資料館　　】

事 業 名 「難波田城公園まつり」事業

目　　的
冠事業。「難波田城公園まつり」を市制施行５０周年記念事業として開催。歴史公園にふさわしい
様々な昔体験やイベントを繰り広げ、地域の歴史や伝統文化に親しんでいただく。

実施体制
（担当課・市民参画等）

実施主体　難波田城公園活用推進協議会、難波田城資料館
協力　川越藩火縄銃鉄砲隊保存会、市民学芸員、資料館友の会ほか

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：267千円

総額：267千円
　主な費用：難波田城公園活用推進協議会補助金

3 川越藩火縄銃鉄砲隊保存会の協力により事業費以
上の成果・効果を得られた。

課　　題
コロナ禍のため、6月の予定を10月に延期した。さいわい天候に恵まれたが、イベントが多い時期であり、ことにふじ
みふるさと祭りの翌日となり、両方の関係者の方は連日のイベントでお疲れだったと思う。

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　　令和4年10月23日（日）　10時～13時30分
　　難波田城公園

　２　対象者・参加人数等
　　市民を含む1,600人（通常開催の6割程度）

　３　周知方法
　　　ポスター
　　　市ホームページ

　４　具体的な内容
　　　　新型コロナウイルス感染症対策として、人力車や紙芝居などの体験を中止し、
　　　規模を縮小して３年ぶりに開催した。午前中は、市内小中学校・幼稚園、和太鼓
      などの芸能発表、資料館友の会や市民学芸員などの協力による昔体験を実施
　　　した。午後は、川越藩火縄銃鉄砲隊による火縄銃演武を実施した。来富中の
      シャバツ市訪問団の皆様もよろいを着て参加した。
　 　　 ３年前に南畑幼稚園が作成し、コロナ禍でお披露目の機会が無かった「なん
　　　ばった」の着ぐるみが披露され、寄贈された。
　    　シャバツ市訪問団に、当館で活動するほうき作り伝承会に製作していただいた
　　　手編み箒をお土産として贈呈した。

　５　成果・効果
  　　　密を避ける観点から、広報は控えめにしたが、事前に問い合わせも多く、3年ぶり
　　　の開催を喜ぶ声が聞かれた。
　　　　シャバツ市と姉妹都市提携して丁度40年目の記念日にあたり、土産品の交換な
　　　ど交流を深めることができた。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3
例年の難波田城公園まつりと異なる多くの要素があ
り、記念行事にふさわしい内容となった。シャバツ市
の皆様にも喜んでいただけた

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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〇チラシ 
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予算額

執行額

予算額

執行額

評価項目 評価の視点
評価

（3段階）

市制施行５０周年記念事業　実施報告書

事業実施課【　水子貝塚資料館　　】

事 業 名 「武者行列」事業

目　　的
市民による武者行列をららぽーと富士見で行い、市制施行５０周年を市民とともに祝い、市内外に
PRする。

実施体制
（担当課・市民参画等）

実施主体　水子貝塚資料館、難波田城資料館、両館市民学芸員
協力　川越藩火縄銃鉄砲隊保存会、ららぽーと富士見

事業費

令和３年度
総額：0千円

総額：0千円
　主な費用：

令和４年度
総額：393千円

総額：408千円
　主な費用：事業協力者謝礼、需用費、委託料

3 川越藩火縄銃鉄砲隊保存会の協力により事業費以
上の成果・効果を得られた。

課　　題

実施内容
（実績）

　１　日時・場所
　    令和４年５月２８日（土）　午後１時～２時
　　　市役所～ららぽーと富士見～文化の杜公園

　２　対象者・参加人数等
　　　行列参加者　５０人
　　　行列観覧者　約６００人（市役所前、沿道、ららぽーと富士見館内）

　３　周知方法
　　　ポスター
　　　市ホームページ

　４　具体的な内容
　　　　武者行列参加者を市民から募集し、市長を大将として５０人の武者隊を編成し、
　　　ららぽーと　　富士見１階フロアを行列した。
　　　　ららぽーと富士見屋内広場では、セレモニーとして出陣の際に行う三献（さんこ
　　　ん）の儀、　市長あいさつ、一本締めを行った。

　５　成果・効果
　　　　市民参加による総勢５０人の武者行列は勇壮で迫力があり、沿道やららぽーと
　　　富士見内でも注目度が高く多くの観覧者があり、市制施行５０周年をPRすること
　　　ができた。
　　　　武者行列の参加者のアンケートでは、すごく満足、すごく楽しかった、５０周年
　　　記念イベントとしてすごく良いとの感想がほとんどで、市民参加型行事としても
　　　成果があった。

事業評価

評価理由

目的達成度
当初の予定どおり事業の目

的を達成できたか 3

市役所前、沿道、ららぽーと富士見館内ともに、多くの観
覧者があり、市制施行５０周年をPRすることができた。
武者行列の参加者もアンケートでは、すごく満足、すごく
楽しかった、５０周年記念イベントとしてすごく良いと感想
が多数寄せられた。

費用対効果
事業費に見合う成果
・効果は得られたか
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〇ポスター 

〇当日の様子 

〇当日の様子 

市役所正面 大将（市長）の鬨（とき）の声で出陣 ららぽーと富士見内での行列 
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（2）市制施行５０周年記念に係る 

その他の取組 
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①富士見市議会議場コンサート 

  市制施行50周年及び富士見市議会50周年を記念して、令和４年１０月１５日土曜日に議

場を会場として、東邦音楽大学による弦楽四重奏が行われ、午前７３名、午後８７名の計１６０名

が演奏を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇ポスター 

〇当日の様子 
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②市制施行 50周年記念グッズ 

ふわっぴーグッズを販売している「富士見市地域活性化研究会（愛称：ふじみ☆ラボ）」では、

市制施行50周年を PRするため、記念グッズの作製・販売を行いました（いずれも販売終了）。 

  

〇市制施行50周年記念ステンレスボトル（税込８００円） 

〇市制施行50周年記念エコバッグ(税込７００円) 

 

〇市制施行50周年記念ピンバッジ（税込３００円） 

〇市制施行50周年記念クリアファイル（税込１５０円） 
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③市制施行 50周年給食 

  市制施行 50 周年を記念し、富士見市産の食材を使用したメニューや市制施行当時（昭和４

０年代）に栄養価の高い安価な食材として食生活を支えていたメニューが、現代の子どもたち

の健康を育む給食として提供されました。 
 

  〇令和４年６月１６日提供（地場産給食） 

    

 

 

 

 

 
 

〇令和４年１２月１３日提供（地場産給食） 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇令和５年１月２４日提供（昔の給食の再現給食） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇令和５年１月３１日提供（地場産給食） 

 

・富士見ほうれん草ボール 

（富士見市産ほうれん草使用） 

・豚肉の梨ソース炒め 

（梨ピューレ：富士見市産の梨を使用） 

・おこめのムース 

（富士見市産のお米（彩のきずな）を使用） 

・玉子焼き 

（マスコットキャラクターふわっぴーをプリント） 

・くじら肉の甘酢あんかけを提供 

・野菜たっぷり味噌汁 

（三芳町産の小松菜を使用） 

・かぶとひき肉のトロトロあんかけ 

（富士見市産のかぶを使用） 

・富士見いちごゼリー 

（富士見市産のいちごを使用） 
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事業検討体制 

  ①ステークホルダーミーティング及び実施内容検討会 

     令和２年度に、市内在住・在勤・在学の若い世代の方々にご協力いただき、市制施行５０

周年記念事業を検討する「ステークホルダーミーティング」を開催しました。令和３年度には、

ステークホルダーミーティングで提案された事業の実施内容を検討する「実施内容検討会」

を開催しました。この提案に基づき、庁内での検討を経て、令和４年度に記念事業のひとつ

である「謎解きデジタルスタンプラリー」事業が実施されました。 

  

 〇令和２年度に開催したステークホルダーミーティングの様子 

  

 

 

 

    〇令和３年度に開催した実施内容検討会の様子 

  

 

 

 

  〇令和４年度に記念事業として実施された「謎解きデジタルスタンプラリー」事業 
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②市民アイデアの募集 

   市制施行５０周年を迎えるにあたり、市民から記念事業のアイデアをいただくため、令和２年 

度に市民アイデアの募集を行いました。 

 

1募集概要 

  公共施設に設置している応募受付箱、ファックス、郵送及び市内小・中・特別支援学校で 

令和２年９月１日から１１月３０日までアイデアの募集を行いました。 

 

2 募集結果 

募集の結果、応募数1,284件、アイデア数3,559件の提案をいただきました。 
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３ 市民アイデアを基とした記念事業 

    庁内での検討を経て、市民アイデアを事業化した事業は、次のとおりです。 

アイデア概要（提案年代） アイデアを反映した事業 

けやきを５０周年記念に植えたい。（１０代以下） 「市の木 けやき植樹」事業にて実現 

ふわっぴーを題材とした絵本を作成してほしい。（４０代） 
「ふじみ☆ふわっぴー絵本作製」事業

にて実現 

ふわっぴーの衣装デザインの募集をしてほしい。（２０代） 
「ふわっぴー10 周年記念お誕生日

会」事業にて実現 
ふわっぴーの絵を描く大会をしたい。（１０代以下） 

子ども市議会を実施してほしい。（３０代） 
「子ども大学☆ふじみ１０期記念」事

業にて実現 

文化的な業績を残した人々の顕彰活動をしてほしい。 

（６０代以上） 
「図書館まつり」事業にて実現 

夢や手紙をタイムカプセルに入れて埋めたい。（５０代） 
「子どもフェスティバル」事業及び

「図書館まつり」事業にて実現 

   ※このほか、学校の児童・生徒から給食や学校行事に係るアイデアが多くあったことから、 

各学校及び学校給食センターに情報提供を行い、各学校等において可能な範囲での実 

現を依頼しました。 
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③庁内での事業検討体制 

  ・市制施行５０周年記念事業推進本部委員一覧 

役職 令和２年度 令和３年度～令和５年度 

本部長 富士見市長 富士見市長 

副本部長 富士見市副市長 富士見市副市長 

副本部長 富士見市教育委員会教育長 富士見市教育委員会教育長 

委 員 

総務部長 危機管理監 

総合政策部長 総務部長 

自治振興部長 政策財務部長 

市民生活部長 協働推進部長 

子ども未来部長 市民部長 

健康福祉部長 子ども未来部長 

まちづくり推進部長 健康福祉部長 

建設部長 経済環境部長 

会計管理者 都市整備部長 

教育部長（総務担当） 建設部長 

教育部長（学校担当） 会計管理者 

議会事務局長 教育部長 

監査委員事務局長 学校統括監 

― 議会事務局長 

― 監査委員事務局長 
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・市制施行５０周年記念事業推進委員会委員一覧（令和２年度・令和３年度） 

役職 令和２年度 令和３年度 

委員長 総合政策部長 政策財務部長 

副委員長 秘書広報課長 秘書広報課長 

委員 

管財課長 営繕課長 

鶴瀬西交流センター所長 シティプロモーション課長 

市民課長 協働推進課長 

保育課長 鶴瀬西交流センター所長 

健康増進センター所長 税務課長 

産業振興課長 健康増進センター所長 

下水道課長 環境課長 

水子貝塚資料館館長 まちづくり推進課長 

学校教育課長 下水道課長 

保育課主事（応募職員） 教育政策課長 

― 学校教育課長 

― 水子貝塚資料館長 

― 保育課主事（応募職員） 
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・市制施行５０周年記念事業推進委員会委員一覧（令和４年度・令和５年度） 

  

役職 令和４年度 令和５年度 

委員長 政策財務部長 政策財務部長 

副委員長 秘書広報課長 市民部副部長兼市民課長 

委員 

営繕課長 シティプロモーション課長 

シティプロモーション課長 協働推進課長 

協働推進課長 健康増進センター所長 

健康増進センター所長 環境課長 

環境課長 農業振興課長 

農業振興課長 教育政策課長 

都市計画課長 水谷公民館長 

まちづくり推進課長 水子貝塚資料館長 

教育政策課長 総務課主事（応募職員） 

学校教育課長 ― 

水子貝塚資料館長 ― 

総務課主事（応募職員） ― 
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④検討経過 
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編集 富士見市役所 政策財務部政策企画課 
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埼玉県富士見市大字鶴馬１８００番地の１ 

電話 ０４９－２５１－２７１１（代表） 

 


